
靱郷
宿

ｏ
代
人

ｏ
代
言
人
―
―
日
本
弁
護
士
史
の
再
検
討
（Ｉ
Ｙ
Ｉ

目
　
次は

じ
め
に

一　

司
法
職
務
定
制
以
後
の
代
言
人

・
代
人

〔
一
八
七
二
～

一
八
七
六
〕

１
　
は
じ
め
に
―
―
堺
県
に
お
け
る
代
書

・
代
言
人
と
郷
宿

２
　
静
岡
藩
（県
）
の
郷
宿

３
　
静
岡
県
の
代
言
人

一
一　
代
言
人
規
則
以
後
の
代
言
人

・
代
人

〔
一
八
七
六
～

一
八
八
〇
年
〕

１
　
免
許
代
言
人
の
登
場

２
　
代
人
の
訴
訟
代
理

３
　
裁
判
所
周
辺
の
風
旦Ｔ
Ｉ
代
言
人

・
代
人

・
郷
宿

郷
宿
・
代
人
・
代
言
人
―

日
本
弁
護
士
史
の
再
検
討
（Ｉ
Ｙ
Ｉ

橋

本

誠
八
七



法
政
研
究
八
巻
二
号

（二
〇
〇
三
年
）

４
　
代
人
の
法
廷
外
活
動

〓
一　
代
言
人
規
則
改
正
以
後
の
代
言
人

・
代
人

〔
一
八
八
〇
～

一
八
九
二
年
〕

お
わ
り
に

は
じ
め
に

一　
本
稿
は
、
「非
弁
護
士
」概
念
を
歴
史
分
析
に
応
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
弁
護
士
史
の
新
た
な

一
側
面
を
浮
き
彫
り
に
し
よ
う
と

意
図
す
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
趣
旨
を
敷
衛
し
て
説
明
し
よ
う
。

一
一　
周
知
の
よ
う
に
、
弁
護
士
史
研
究
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
諸
先
学
に
よ
っ
て
数
多
く
の
業
績
が
蓄
積
さ
れ
て
き
（晨

。
そ
れ
ら
に
つ
い

て
総
括
的
に
論
及
す
る
の
は
本
稿
の
目
的
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
以
下
の
行
論
に
必
要
な
限
り
で
、
従
来
使
用
さ
れ
て
き
た

「弁
護
士
」

概
念
に
つ
い
て
若
干
の
整
理
を
加
え
て
お
き
た
い
。

弁
護
士
史
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る

「弁
護
士
」
概
念
は
、
大
き
く
二
つ
の
類
型
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
で
は
、
便
宣
的
に
、
そ

れ
を

「狭
義
の
弁
護
士
」
（あ
る
い
は

「近
代
的
意
味
の
弁
護
士
し

概
念
、
「歴
史
的
範
疇
に
お
け
る
弁
護
士
」
概
念
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い

（後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
は
瀧
川
政
次
郎
氏
の
用
語
法
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
）。

前
者
、
す
な
わ
ち

「狭
義
の
弁
護
士
」
（あ
る
い
は

「近
代
的
意
味
の
弁
護
士
し

概
念
は
、
歴
史
分
析
概
念
と
し
て
の
弁
護
士
の
意
味
を
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
継
受
さ
れ
た
近
代
法
体
制
の
も
と
で
整
備
さ
れ
た
弁
護
士
制
度
―
―
一
定
の
資
格
試
験
に
合
格
し
た
者
に
対
し
、国
家
が
特

定
の
法
曹
資
格
を
付
与
し
た
も
の
―
―
―
に
狭
く
限
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
以
下
は
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。

八
八



私
が
、
東
京
弁
護
士
会
の
命
の
ま
ゝ
に
こ
れ
を
担
任
し
た
所
以
の
も
の
は
、
公
事
師
か
ら
代
言
人
に
、
代
言
人
か
ら
弁
護
士
に
発
展
し

た
も
の
で
は
な
い
と
云
ふ
考
を
語
ら
ん
が
為
め
で
あ
っ
た
。　
一
般
に
は
漠
然
と
弁
護
士
は
公
事
師
、
代
言
人
を
経
て
発
達
し
た
か
の
如

く
考

へ
、
世
の
在
る
も
の
は
今
も
尚
、
弁
護
士
を
公
事
師
と
云
ふ
も
の
が
あ
る
。
本
講
義
で
明
に
し
た
如
く
、
公
事
師
は
公
認
の
制
度

で
は
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
今
日
の
非
弁
護
士
、
世
間
に
云
ふ
三
百
に
相
当
す
る
の
で
あ
っ
て
、
公
事
師
は
決
し
て
弁
護
士
の
先
祖
で

は
な
い
。
代
言
人
も
、
弁
護
士
も
共
に
、
公
許
さ
れ
、
公
認
さ
れ
た
制
度
で
あ
っ
た
。
今
日
の
弁
護
士
は
国
家
最
高
の
試
験
に
登
第
し

た
も
の
で
あ
る
。
公
事
師
の
制
度
に
改
良
を
加
へ
た
の
で
は
な
い
。
云
は
ゞ
、
そ
れ
と
は
全
く
縁
の
な
い
存
在
で
あ
り
発
達
で
あ
る
。

（略
）
し
か
ら
ば
、
弁
護
士
は
何
処
よ
り
来
る
か
、
実
に
そ
れ
は
泰
西
の
制
度
か
ら
来
た
の
で
あ
（“

。

右
の
主
張
が
は
し
な
く
も
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
「狭
義
の
弁
護
士
」概
念
を
と
る
こ
と
は
、
日
本
弁
護
士
史
の
枠
組
か
ら
公
事
師
豊
一百
、

す
な
わ
ち
非
弁
護
士
を
排
除
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
概
念
把
握
で
は
、
と
く
に
日
本
の
場
合
、
「前
近
代
」
へ

の
視
点
を
欠
き
、
歴
史
分
析
の
手
が
か
り
を
失
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
前
近
代
と
近
代
を

一
つ
の
歴
史
過
程
と
し
て
連
続
的

・
包
括
的

に
把
握
す
る
た
め
に
は
、
「狭
義
の
弁
護
士

（近
代
的
意
味
の
弁
護
士
と

よ
り
も
広
い
分
析
概
念
が
必
要
と
な
ら
ぎ
る
を
え
な
い
。

そ
こ
で
本
稿
が
着
目
す
る
の
は
、
「歴
史
的
範
疇
に
お
け
る
弁
護
士
」概
念
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
こ
の
点
を
明
確
に
述
べ
る
瀧
川
政
次
郎
氏

の
所
説
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
す
な
わ
ち
、

弁
護
士
と
い
う
語
を
厳
格
に
解
す
る
な
ら
ば
、
日
本
の
弁
護
士
の
歴
史
は
、
明
治
二
十
六
年
の
弁
護
士
法
の
制
定
に
始
ま
る
。
し
か
し
、

弁
護
士
な
る
語
を
広
義
に
解
し
て
、
訴
訟
の
補
助
者
及
び
法
律
の
助
言
者
の
意
に
解
す
れ
ば
、
そ
の
歴
史
は
訴
訟
と
い
う
も
の
が
行
わ

れ
た
大
宝

・
養
老
の
律
令
時
代
に
ま
で
遡
る
。
さ
ら
に
訴
訟
と
い
う
語
を
紛
争
解
決
の
方
法
と
い
う
意
味
に
ま
で
拡
充
す
る
な
ら
ば
、

郷
宿
・
代
人
ｏ
代
言
人
―

日
本
弁
護
士
史
の
再
検
討
（Ｉ
Ｙ
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
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〇

日
本
弁
護
士
史
は
盟
神
探
湯
の
行
わ
れ
た
神
代
に
ま
で
遡
り
得
る
。
歴
史
上
に
於
け
る
弁
護
士
な
る
語
は
ま
さ
に
か
か
る
時
代
的
発
展

（３
）

に
よ
る
変
化
を
包
含
し
た
歴
史
的
範
疇
に
於
け
る
弁
護
士
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

瀧
川
氏
は
、
弁
護
士
史
を
語
る
上
で
、
「狭
義
の
弁
護
士
」
概
念
を
離
れ
る
必
要
を
説
き
、
よ
り
包
括
的
な
弁
護
士
概
念
、
す
な
わ
ち
「歴

史
的
範
疇
に
お
け
る
弁
護
士
」
概
念
を
提
唱
す
る
。
そ
れ
は
、
「弁
護
士
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を

「訴
訟
補
助
者
及
び
法
律
助
言
者
」
に
ま

で
拡
大
す
る
。
本
稿
は
、
こ
の

「歴
史
的
範
疇
に
お
け
る
弁
護
士
」
概
念
を
積
極
的
に
継
承
し
、
前
近
代
か
ら
近
代
へ
の
歴
史
過
程
を
連
続

的

・
包
括
的
に
捉
え
よ
う
と
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

本
稿
は
、
日
本
弁
護
士
史
に
お
け
る

「前
近
代
」
と

「近
代
」
の
連
続
的
把
握
と
い
う
点
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
把

握
を
可
能
に
す
る
の
が

「歴
史
的
範
疇
に
お
け
る
弁
護
士
」
概
念
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
点
を
く
り
返
し
強
調
す
る
の
は
、
と
く
に

以
下
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
。
実
は
、
瀧
川
氏
の
場
合
、
「歴
史
的
範
疇
に
お
け
る
弁
護
士
」概
念
の
適
用
は
近
世
ま
で
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、

近
代
に
お
い
て
は
も
っ
ぱ
ら

「狭
義
の
弁
護
士
」
概
念
の
み
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
近
世
と
近
代
は
、
方
法
論
的
な
意
味
で
連
続

的
に
は
把
握
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
限
り
で
、
歴
史
分
析
上
の
不
徹
底
さ
を
免
れ
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
瀧
川
氏
の
業
績
を

さ
ら
に
発
展
的
に
継
承
す
る
と
い
う
立
場
か
ら
、
近
代
に
お
い
て
も

「歴
史
的
範
疇
に
お
け
る
弁
護
士
」
概
念
に
よ
る
弁
護
士
史
分
析
を
試

み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

〓
一　
近
代
に
お
い
て

「歴
史
的
範
疇
に
お
け
る
弁
護
士
」
概
念
に
よ
る
弁
護
士
史
分
析
を
試
み
る
と
い
う
こ
と
は
、
よ
り
具
体
的
に
言
え
ば

「非
弁
護
士
」
の
存
在
に
注
目
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
こ
に
い
う

「非
弁
護
士
」
と
は
何
か
。
本
稿
で
は
、
何
も
法
曹
資
格
を

持
っ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
対
価

・
報
酬
等
の
利
益
を
得
る
こ
と
を
目
的
に
、
業
と
し
て
訴
訟
代
理

・
法
律
事
務

・
弁
護
士
紹
介

・



紛
争
解
決

・
債
権
回
収
等
の
行
為
を
行
う
者
を
包
括
的
に

「非
弁
護
士
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。　
一
八
九
二

（明
治
二
六
）
年
弁
護
士
法
制

定
以
前

〔免
許
代
言
人
の
時
代
〕
に
お
い
て
は
、
代
言
免
許
を
有
せ
ず
に
上
記
業
務
を
行
な
う
人
々
を
指
す
。
具
体
的
に
は
、
近
代
日
本
社

会
に
お
い
て
、
「三
百
代
言
」
ヨ
一百
屋
」
コ
一百
師
」
ヨ
一百
」
「事
件
屋
」
「訴
訟
紹
介
人
」
な
ど
と
俗
称
さ
れ
た
人
々
で
あ
る

（以
下
、
こ

れ
ら
の
言
葉
を
文
脈
に
応
じ
て
適
宜
使
い
分
け
る
が
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
同
じ
で
あ
る
）。
本
稿
は
、
こ
う
し
た
「非
弁
護
士
」
と
い

う
社
会
的
存
在
を
歴
史
分
析
の
対
象
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
彼
ら
を
日
本
弁
護
士
史
の
中
に
位
置
づ
け
、
適
切
な
歴
史
的
評
価
を
与
え
る
こ

と
を
意
図
し
て
い
る
。
そ
の
場
合
、
解
明
す
べ
き
論
点
は
少
な
く
と
も
二
つ
あ
る
と
考
え
る
。

第

一
に
、
近
世
公
事
師

・
公
事
宿
と
近
代
の

「非
弁
護
士
」
と
の
歴
史
的
系
譜
関
係
に
つ
い
て
。
近
世
公
事
師

・
公
事
宿
は
明
治
維
新
以

後
ど
の
よ
う
な
変
容
を
遂
げ
た
の
か
？
そ
し
て
、
近
代
社
会
に
広
範
囲
に
存
在
し
た

「非
弁
護
士
」
と
ど
の
よ
う
な
歴
史
的
系
譜
関
係
を
有

し
て
い
た
の
か

（あ
る
い
は
有
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
）
？

第
二
に
、
近
代
日
本
に
お
け
る

「非
弁
護
士
」
の
活
動
実
態
あ
る
い
は
そ
の
社
会
的
機
能
に
つ
い
て
。
「非
弁
護
士
」
の
活
動
実
態
あ
る
い

は
そ
の
社
会
的
機
能
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
解
明
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
実
態
は
き
わ
め
て
多
様
で
あ
り
、
か
つ

当
時
の
弁
護
士
制
度
と
密
接
な
相
互
依
存
関
係
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
解
明
は
、
当
時
の
弁
護
士

制
度
に
関
す
る
理
解
を
よ
り
豊
富
化
す
る
こ
と
に
貢
献
す
る
と
思
わ
れ
る
。

第
二
に
、
近
代
弁
護
士
法
制
の
展
開
過
程
と

「非
弁
護
士
」
問
題
と
の
相
互
規
定
関
係
に
つ
い
て
。
前
述
の
よ
う
に
、
「非
弁
護
士
」
と
弁

護
士
と
は
相
互
に
密
接
な
依
存
関
係
を
有
し
て
い
た
。
そ
も
そ
も

「非
弁
護
士
」
問
題
の
発
生
を
促
し
た
要
因
は
、
お
も
に
当
時
の
弁
護
士

法
制
の
在
り
方
に
あ
っ
た
。
他
方
、
何
ら
か
の
司
法
制
度
改
革
が
実
施
さ
れ
る
と
、
そ
れ
は
た
だ
ち
に

「非
弁
護
士
」
の
活
動
に
大
き
な
影

響
を
与
え
、
そ
れ
が
反
作
用
要
因
と
な
っ
て
弁
護
士
制
度
の
在
り
方
を
逆
規
定
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
近
代
弁
護
士

法
制
の
展
開
過
程
を
分
析
す
る
う
え
で

「非
弁
護
士
」
問
題
の
考
察
を
欠
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

郷
宿
・
代
人
ｏ
代
言
人
―

日
本
弁
護
士
史
の
再
検
討
（Ｉ
Ｙ
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一
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た
だ
、
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
、
以
上
の
課
題
を
す
べ
て
本
稿
で
取
り
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
本
稿
の
課
題
は
お
も
に
第

一
の
論
点
に

つ
い
て
で
あ
る
。
後
二
者
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
お
い
て
改
め
て
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。

一　
司
法
職
務
定
制
以
後
の
代
言
人

・
代
人

〔
一
八
七
二
～

一
八
七
六
〕

本
章
で
は
、　
一
八
七
二

（明
治
五
）
年
八
月
に
司
法
職
務
定
制

（太
政
官
無
号
達
）
が
施
行
さ
れ
、
日
本
で
初
め
て
代
言
人

・
代
書
人

・

証
書
人
な
ど
の
制
度
が
設
け
ら
れ
て
以
後
、　
一
八
七
六

（明
治
九
）
年
二
月
に
代
言
人
規
則

（司
法
省
甲
第

一
号
布
達
）
が
制
定
さ
れ
、
代

言
人
に
な
る
た
め
に
は
、
代
言
人
試
験
に
合
格
し
免
許
を
取
得
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
ま
で
の
時
期
を
取
り
上
げ
る

（な
お
、
日
本
弁
護

士
史
の
概
略
に
つ
い
て
は
、
【表
１
】
を
参
照
）。

１
　
は
じ
め
に
―
ム
扮
県
に
お
け
る
代
書

・
代
言
人
と
郷
宿

周
知
の
よ
う
に
、
江
戸
時
代
に
は
、
江
戸
を
は
じ
め
各
地
に
公
事
宿

（郷
宿
）
が
存
在
し
、
奉
行
所
で
開
か
れ
る
法
廷

（自
洲
）
に
出
廷

す
る
訴
訟
当
事
者
に
宿
泊
の
便
宜
を
提
供
し
て
い
た
。
公
事
宿
は
、
同
時
に
、
訴
訟
当
事
者
へ
の
法
的
助
言
、
代
書
な
ど
の
私
的
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
腰
掛
当
番
、
差
紙
送
達
、
法
廷
へ
の
付
添
、
宿
預
先
な
ど
の
半
公
的
機
能
も
担
っ
て
は
だ
。
明
治
維
新
以
後
、
こ

う
し
た
公
事
宿
は
ど
の
よ
う
な
運
命
を
辿
っ
た
の
か
。
そ
し
て
、
司
法
職
務
定
制
以
後
整
備
さ
れ
た
代
言
人

・
代
書
人
な
ど
の
い
わ
ば

「新

興
勢
力
」
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
築
い
た
の
か
。
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
の
実
証
解
明
は
、
い
ま
だ
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
。

し
か
し
、
近
年
、
非
常
に
重
要
な
業
績
が
公
表
さ
れ
た
。
吉
田
正
志

「
明
治
初
年
の
あ
る
代
書

・
代
言
人
の
日
誌
―
ム
出
堺
日
誌

・
第
二



（５
）

号
』
の
紹
介
―
上

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
明
治
初
年
の
堺
県
聴
訟
課
に
代
書
人
あ
る
い
は
代
言
人
と
し
て
出
入
り
し
て
い
た
増
井
源
二
郎
の
日

誌

（
一
八
七
四
年

一
一
月
二
三
日
～
七
五
年
五
月
二

一
日
）
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。

吉
田
氏
は
、　
一
八
七
六

（明
治
九
）
年
以
前
、
訴
訟
支
援
者
の
多
く
は
江
戸
時
代
の
公
事
宿
の
系
譜
を
引
く
者
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て

い
る
。
明
治
初
年
に
お
い
て
は
、
近
代
法
学
の
教
育
を
受
け
た
訴
訟
支
援
者
は
い
ま
だ
少
数
に
と
ど
ま
り
、　
一
般
民
衆
が
頼
り
と
し
た
者
は

や
は
り
公
事
宿
の
系
譜
に
連
な
る
者
だ
っ
た
に
違
い
な
い
、
と
い
う
。
本
史
料
は
、
そ
う
し
た

「江
戸
時
代
の
公
事
宿
の
系
譜
上
に
あ
る
明

治
初
年
の
訴
訟
援
助
者
の
活
動
実
態
を
教
え
て
く
れ
る
」
（四
三
二
頁
）
も
の
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
日
誌
の
執
筆
者
「
増
井
源
二
郎
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
人
物
像
が
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
八
尾
村
（現
大
阪
府
八
尾
市
）

に
居
住
し
つ
つ
、
仕
事
に
応
じ
て
堺
に
出
て
き
て
い
た
。
そ
の
宿
泊
先
と
し
て

「幡
丈
」
・
「西
川
」
な
ど
が
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら

は
堺
の
郷
宿
と
推
測
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
増
井
は
、
か
つ
て
は
こ
れ
ら
の
郷
宿
の
下
代
な
ど
を
し
て
い
て
代
書
人

・
代
言
人
と
し
て
の

経
験
を
積
み
、
そ
の
後
独
立
し
て
、
郷
宿
の
い
わ
ば
下
請
け
と
し
て
活
動
し
て
い
た
者
で
は
な
い
か
と
い
う
。

次
に
、
吉
田
氏
は
、
本
史
料
の
内
容
に
関
し
て
、
以
下
の
点
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。

第

一
に
、
増
井
は

「そ
も
そ
も
は
代
書
人
が
本
業
で
―
基
大
際
、
本
史
料
は
な
か
な
か
の
達
筆
で
書
か
れ
て
い
る
―
―
、
代
言
人
の
業
務
も

次
第
に
兼
ね
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
」
（四
二
五
頁
）。

第
二
に
、
「明
治
初
年
の
代
書
人

ｏ
代
言
人
の
多
く
が
江
戸
時
代
の
公
事
宿

・
郷
宿
の
系
譜
を
引
く
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
前
提
と
す
る
と
、

代
言
人
よ
り
も
代
書
人
こ
そ
が
法
廷
外
の
諸
活
動
を
主
導
し
た
と
判
断
す
る
方
が
む
し
ろ
自
然
で
あ
る
」
（四
二
六
頁
）。

第
二
に
、
買
代
書
人

ｏ
代
言
人
）
の
利
用
は
当
事
者
の
任
意
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
相
当
積
極
的
に
利
用
さ
れ
て
い
る
印
象
を
受

け
る
」、
「た
と
え
身
分
的

・
社
会
的
地
位
が
低
く
て
も
、
近
代
法
の
教
養
を
身
に
つ
け
た

一
群
の
代
言
人
を
雇
う
こ
と
の
で
き
な
い
庶
民
に

郷
宿
・
代
人
・
代
言
人
―

日
本
弁
護
士
史
の
再
検
討
（Ｉ
Ｙ
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二
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と
っ
て
は
、
彼
ら
こ
そ
訴
訟
支
援
者
と
し
て
頼
れ
る
唯

一
の
存
在
」
で
あ

っ
た

（四
二
七
頁
）。

第
四
に
、
「代
言
人
の
活
動
の
場
が
民
事
事
件
に
限
ら
れ
て
い
た
の
に
比
べ
、
代
書
人
の
そ
れ
は
民
事

・
刑
事
・
行
政
全
般
に
亘
っ
て
い
た

と
い
え
、
当
時
の
代
書
人
の
役
割
の
重
要
性
が
理
解
で
き
よ
う
」
（四
二
七
頁
）。

我
々
は
、
上
記
の
点
に
加
え
て
、
さ
ら
に
代
書
人
・代
言
人
の
地
理
的
活
動
範
囲
は
き
わ
め
て
広
範
囲
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
お

き
た
い
。
『出
堺
日
誌
』
に
登
場
す
る
代
言
人
は
、
確
認
で
き
る
限
り
で
、
三
四
名
を
数
え
る
。
そ
れ
を
示
せ
ば
、
左
の
通
り
で
あ
る

（丸
カ
ッ

コ
内
は
住
所
地
、
き
っ
こ
う
カ
ツ
コ
は
現
在
地
を
示
す
）。
彼
ら
は
、
日
頃
、
和
泉
・河
内
両
国
全
域
に
居
住
し
、
新
た
な
訴
訟
事
件
が
発
生
す

る
た
び
に
堺
県
聴
訟
掛
ま
で
出
向
き
、
法
廷
に
立
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
活
発
な
活
動
振
り
が
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。

岡
本
　
市
平

（堺
宿
院
町
西

〔堺
市
じ

白
井
　
秀
達

（堺
材
木
町

〔堺
市
ビ

岡
野
　
治
平

（堺
市
之
町
西

〔堺
市
〕

大
藪
市
次
郎

（四
条
村

〔東
大
阪
市
〕

＊
代
書
兼
業

川
中
五
郎
平

（川
中
新
田

〔東
大
阪
市
ビ

林
　
　
吉
平

（横
枕
村

〔東
大
阪
市
じ

辻
中
　
源
平

（南
老
原
村

〔八
尾
市
ピ
　
＊
代
書
兼
業

植
田
重
三
郎

（上
之
島
村

〔八
尾
市
ビ

杉
本
　
治
平

（萱
振
村

〔八
尾
市
ビ

石
谷
　
儀
平

（岸
和
田
沼
村

〔岸
和
田
市
ビ

雨
森
喜
八
郎

（堺
材
木
町

〔堺
市
ビ
　
＊
代
書
兼
業

伍
　
　
治
平

（堺
錦
町
西

〔堺
市
ピ

奥
　
　
源
次

（堺
？
）
＊
代
書
兼
業

杉
山
　
忠
平

（瓜
生
堂
村

〔東
大
阪
市
じ

野
口
勇
次
郎

（四
条
村

〔東
大
阪
市
〕

増
井
源
二
郎

（八
尾
村

〔八
尾
市
ビ
　
＊
代
書
兼
業

乾
　
　
忠
蔵

（大
田
村

〔八
尾
市
じ

具
野
　
与
市

（植
松
村

〔八
尾
市
ピ

辻
村
伊
二
郎

（小
松
里
村

〔岸
和
田
市
ピ

杉
谷
　
太
助

（二
河
原
辺
村

〔千
早
赤
阪
村
》



杉
谷
　
吉
郎

（二
河
原
辺
村

〔千
早
赤
阪
村
ピ

弁
野
　
小
平

（湊
村

〔泉
佐
野
市
〕

中
谷
源
三
郎

（大
県
村

〔柏
原
市
じ
　
＊
代
書
兼
業

麻
（鹿
）野
保
太
郎

（誉
田
村

〔羽
曳
野
市
じ

中
谷
　
某
　
（平
野
山
庄

〔？
ビ

吉
田
　
伊

一

（不
明
）

吉
原
　
辻
蔵

（不
明
）

大
角
　
甚
七

（讃
良
郡
三
ケ
村

〔寝
屋
川
市
ピ

岸
本
　
庄
平

（石
川
郡
喜
志
村

〔富
田
林
市
ビ

中
筋
忠
次
郎

（峠
村

〔柏
原
市
ビ

山
下
　
佐
七

（京
都
府
西
京
下
魚

〔京
都
市
じ

今
井
喜
八
郎

（不
明
）

藤
井

一
二
五

（不
明
）

杉
村
　
太
郎

（不
明
）

そ
れ
で
は
、
本
稿
が
お
も
な
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
静
岡
県
の
場
合
、
郷
宿
、
代
書
人
、
代
言
人
は
ど
の
よ
う
に
活
動
し
て
い
た
の
だ
ろ
う

か
。
は
た
し
て
、
堺
県
と
同
様
の
イ
メ
ー
ジ
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
、
本
章
の
課
題
で
あ
る
。

２
　
静
岡
藩
（県
）
の
郷
宿

ま
ず
本
項
で
は
、
若
干
時
期
を
遡

っ
て
、
幕
末
維
新
期
の
郷
宿
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
と
思
う
。
江
戸
期
の
府
中
宿

（現

静
岡
市
）
の
郷
宿
に
つ
い
て
は
、
『明
治
維
新
当
時
の
経
咸
』
中
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

郷
宿
は
近
郷
の
村
民
が
公
用
で
出
府
し
た
時
に
宿
泊
す
る
所
で
あ
る
。
此
に
公
領
民
の
郷
宿
と
、
私
領
民
の
郷
宿
と
が
あ
る
。
当
時
に

於
け
る
公
領
民
の
郷
宿
は
江
川
町
の
三
階
屋
、
伝
馬
町
の
安
田
屋
、
大
村
屋
、
紺
屋
町
の
菱
屋
、
鍛
冶
町
の
浅
田
屋
等
で
。
私
領
民
の

郷
宿
は
馬
場
町
の
柏
屋
、
此
は
庵
原
郡
小
島
の
領
主
松
平
丹
後
守
の
百
姓
が
宿
泊
し
た
所
で
あ
る
。

郷
宿
・
代
人
ｏ
代
言
人
―

日
本
弁
護
士
史
の
再
検
討
（Ｉ
Ｙ
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
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こ
れ
に
よ
れ
ば
、
府
中
宿
だ
け
で
少
な
く
と
も
六
軒
の
郷
宿

（公
領
民
の
郷
宿
五
、
私
領
民
の
郷
宿

一
）
が
存
在
し
て
い
た

（実
際
は
、

後
述
す
る
よ
う
に
、
も
う
少
し
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
）
。
こ
の
ほ
か
東
海
道
筋
で
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
藤
枝
、
島
田
、
中
泉
な
ど
に
郷

宿
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
で
は
、
幕
末
か
ら
維
新
期
に
か
け
て
、
こ
れ
ら
郷
宿
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
活
動
を
展
開
し
て
い
た
の
か
。
以
下
、
こ
の
点
に
係
る
資
料
を
い
く
つ
か
紹
介
し
よ
う
。

①
弘
化
四

（
一
八
四
七
）
年
七
月
、
藤
枝
の
郷
宿

・
奈
良
屋
甚
四
郎
は
、
駿
河
国
益
津
郡
田
尻
北
村
と
同
郡
下
小
田
村

・
城
之
腰
村

・
錫

（７
）

ケ
島
村
と
の
間
の
内
済
成
立
に
際
し
、
立
入
人
と
し
て
関
与
し
た
。

②
明
治
二

（
一
八
六
九
）
年

一
〇
月
二
日
、
島
田
宿
大
和
屋
勘
兵
衛
お
よ
び
鈴
屋
機
蔵
は
島
田
郡
政
役
所
に
宛
て
て
、
次
の
よ
う
な
願
書

（８
）

を
提
出
し
、
従
前
と
同
様
の
郷
宿
営
業
の
継
続
を
求
め
た
。
す
な
わ
ち
、
「外
々
へ
御
宿
被
仰
付
候
て
ハ
御
取
次
等
ハ
難
出
来
候
間
私
共

義
ハ
旧
来
御
懇
意
之
義
二
付
不
相
替
両
家
之
内
へ
御
村
々
御
宿
御
出
入
被
仰
付
度
」。

③
同
年
、
蓮
花
寺
池

（現
藤
枝
市
）
に
発
す
る
新
規
堀
川
を
め
ぐ
る
地
域
紛
争
の
過
程
で
、
島
田
宿
郷
宿
大
和
屋
勘
兵
衛
は
１
１
紛
争
当
事

（９
）

者
と
藩
役
人
と
の
間
に
立
っ
て
―
↓
Ⅸ
次
的
な
役
割
を
果
た
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
静
岡
藩
は
、
明
治
二
年
か
ら
四
年
に
か
け
て
、
郷
宿
に
関
係
す
る
達
を
相
次
い
で
発
し
た
。
我
々
は
、
こ
れ
に
よ
り
、
藩

政
期
に
お
け
る
郷
宿
取
締
方
針
を
あ
る
程
度
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
現
在
確
認
で
き
る
限
り
で
、
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。

明
治
二

（
一
八
六
九
）
年
、
中
泉
郡
政
役
所
は
、
郷
宿
取
締
方
の
布
達
を
発
し
た
よ
う
で
、
こ
れ
を
う
け
た
中
泉
村
郷
宿
七
軒
は
、
同
年

（１０
）

一
二
月

（
一
八
七
〇
）、
中
泉
郡
政
役
所
に
左
の
請
書
を
提
出
し
た
。
す
な
わ
ち
、



一
私
共
義
当
番
相
立
、
日
二
両
人
御
腰
掛
え
相
詰
居
、
御
役
所
御
退
散
後
見
計
引
払
可
申
、
尤
取
扱
残
り
之
廉
々
跡
当
番
え
不
洩
様
引

継
可
申
候

一
村
々
諸
願
訴
等
二
罷
出
候
者
、
御
腰
掛
ニ
テ
都
テ
不
行
跡
之
儀
無
之
様
心
附
、
御
用
済
之
儀
被
御
申
渡
候
迄
ハ
、
暫
時
た
り
共
他
行

等

一
切
為
致
申
間
敷
候

一二御解詢『卸い出二お削「岬】詢いわは動に端［二諸南ヽ
剌勧けリノヽ］睛裁経一型れに増］」ぼ螂ものにて出候分ハ訴答井

こ
の
よ
う
に
、
中
泉
郡
政
役
所
で
は
、
明
治
二
年
末
に
、
郷
宿
当
番
に
よ
る
腰
掛
詰
番
制
、
訴
答
引
合
等
呼
出
の
詰
番
↓
止
宿
郷
宿
へ
の

伝
達
制
が
再
確
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
他
方
、
島
田
郡
政
役
所
に
お
け
る
腰
掛
の
整
備
等
は
、
明
治
三
年
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

ま
ず
、
明
冶
三

（
一
八
七
〇
）
年
二
月
二
二
日
、
島
田
役
所
は
、
諸
願
訴
の
差
出
刻
限
に
関
す
る
達
を
管
内
村
々
に
発
し
⌒理

。
そ
れ
に
よ
れ

ば
、
願
訴
の
差
出
刻
限
は
左
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
。

諸
願
訴
等
、
朝
五
ツ
半
時
よ
り
八
ツ
時
限
り
、
可
成
丈
昼
前
差
出
候
様
可
相
心
得
、
左
候
得
者
普
通
之
願
訴
者
即
カ
ニ
も
帰
村
可
申
渡

候
、
尤
難
差
延
願
訴
者
、
右
刻
限
二
不
拘
、
夜
中
二
て
も
差
出
不
苦
候
、
此
廻
状
村
名
下
被
合
受
印
、
早
々
順
達
留
り
村
よ
り
可
相
返

者
也

そ
し
て
、
同
年
六
月
六
日
、
島
田
郡
政
役
所
は
、
役
所
門
前
に
新
た
に
腰
掛
を

「補
理
」
し
た
こ
と
を
管
内
村
々
に
達
し
（だ

。
す
な
わ
ち
、

郷
宿

ｏ
代
人

・
代
言
人
―

日
本
弁
護
士
史
の
再
検
討
（Ｉ
Ｙ
Ｉ

九
七
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（二
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〇
三
年
）

島
田
郡
政
御
役
所
門
前
江
今
度
腰
掛
補
理
、
明
七
日
よ
り
御
開
相
成
候
二
付
而
者
、
宿
村
々
之
も
の
共
諸
願
届
公
事
訴
訟
等
有
之
珊
軸

候
ハ
ヽ
、
其
段
相
届
、
右
腰
掛
二

〔控
へ
居
候
様
可
致
候
其
旨
相
心
得
村
名
下
〕
令
請
印
、
此
廻
状
早
々
順
達
留
よ
り
可
相
返
も
の
也

（・４
）

さ
ら
に
、
同
年
間

一
〇
月

（日
欠
）、
領
内
郷
宿
に
対
し
、
次
の
よ
う
な
申
渡
が
な
さ
れ
た
。

申
　
渡

一
村
々
願
訴
等
者
、
朝
五
ツ
半
時
よ
り
八
ツ
時
を
限
へ
き
事

但
差
向
候
儀
者
、
夜
中
連
も
不
苦
事

一
宿
屋
共
申
合
、
壱
人
ツ
ヽ
当
番
を
立
、
日
々
朝
五
ツ
半
時
よ
り
腰
掛
江
相
詰
、
御
用
向
者
勿
論
、
諸
事
入
念
取
扱
、
御
役
所
退
散
後

引
払
可
申
事

但
各
村
呼
出
差
紙
者
、
其
日
詰
之
者
請
持
二
致
し
、
飛
脚
賃
之
儀
者
過
当
之
賃
銭
不
請
取
様
実
意
二
取
計
、
兼
而
壱
里
何
程
与
価

を
定
、
御
役
所
之
聞
済
を
請
置
へ
し

一
村
々
之
も
の
共
、
止
宿
中
遊
興
ケ
間
敷
儀
者
勿
論
、
酒
相
用
候
義
ハ
禁
止
た
る
へ
く
、
若
不
行
跡
之
も
の
共
於
有
之
者
、
速
二
可
申

立
且
都
度
々
々
之
賄

一
汁
か
一
菜
二
限
へ
き
事

一宿副抑制」にコ鰤筆姉いい」一一軸師師劉華嗽嘲靭靡】脚型州経『剛に引赫罐囃韓制鋤脚は嘲渕岬睦嘲劉］開螂【

携
間
敷
事

一
村
々
之
も
の
御
用
済
、
帰
村
申
付
候
ハ
ヽ
、
速
二
出
立
可
為
致
事



一
吟
味
中
宿
預
或
ハ
手
鎖
預
等
之
も
の
ハ
、
不
取
逃
様
心
附
、
別
而
為
慎
置
可
申
事

但
手
鎖
預
ケ
之
者
者

一
六
之
日
当
人
ハ
勿
論
差
添
迄
召
連
封
印
改
可
請
事

一
公
事
出
入
諸
願
筋
等
有
之
者
よ
り
頼
を
受
其
筋
役
々
江
内
願
又
者
贈
物
等
之
取
次
致
間
敷
若
取
次
等
致
し
候
ハ
ヽ
受
納
い
た
し
候
者

ハ
素
よ
り
取
次
之
者
迄
急
度
御
所
置
可
有
之
事

右
之
条
々
固
く
相
守
心
得
違
無
之
様
可
致
も
の
也

庚
午
聞
十
月

こ
の
申
渡
に
よ
り
、
当
時
の
郷
宿
は
、
①
郷
宿
当
番
に
よ
る
腰
掛
詰
番
制
を
維
持
し
、
②
詰
番
郷
宿
に
よ
る
差
紙
の
送
達
、
③
止
宿
者
へ

の
宿
泊
・
賄
い
の
提
供
、
④
止
宿
者

・
宿
預
等
の
者
へ
の
取
締
り

（遊
興
・
飲
酒
の
禁
止
、
逃
亡
阻
止
等
）、
⑤
諸
願
届
書
等
の
代
筆
、
⑥
紛

争
仲
介
（腰
押
等
）、
⑦
役
筋
へ
の
贈
物
等
の
取
次
―
よ
」
れ
は
藩
権
力
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
た
が
―

な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
明
治
三
年
に
入
っ
て
も
、
静
岡
藩
領
内
の
郷
宿
は
、
江
戸
期
と
同
様
の
機
能
を
担
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
廃
藩
置
県
直
前
の
明
治
四
２

八
七

一
）年
七
月

一
六
日
、
最
寄
惣
代
よ
り
、
「郷
宿
の
儀
に
付
村
々
心
得
方
」
が
回
達
さ
れ
（滅

。

そ
れ
は
、
郷
宿
飯
代
を

一
律
に
公
定
す
る
と
と
も
に
、
郷
宿
に
よ
る
願
書
下
書

・
加
筆
を
禁
止
す
る
従
前
の
沙
汰

（発
布
年
月
日
は
不
明
）

の
趣
旨
を
再
達
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

以
廻
文
得
貴
意
候
然

ハ

朝
夕
壱
食
代

一
銀
三
匁
七
分
五
厘

郷
宿
・
代
人
・
代
言
人
―

日
本
弁
護
士
史
の
再
検
討
（Ｉ
Ｙ
Ｉ

九
九
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昼
壱
食
代

一
銀
三
匁
弐
分

（中
略
）

一
公
事
出
入
二
罷
出
候
も
の
願
書
下
業
加
筆
等
郷
宿
井
手
代
共
へ
申
付
候
義
ハ
決
テ
不
相
成
旨
御
役
所
よ
り
兼
々
御
沙
汰
之
次
第
も
御

座
候
間
此
段
御
心
得
可
被
成
候

こ
れ
ら

一
連
の
資
料
に
よ
っ
て
、
静
岡
藩
領
内
で
は
、
少
な
く
と
も
廃
藩
置
県
ま
で
は
郷
宿
が
活
動
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
れ
で
は
廃
藩
置
県
以
後
、
こ
れ
ら
郷
宿
は
ど
う
い
う
運
命
を
辿
っ
た
の
か
。
そ
れ
が
次
の
問
題
で
あ
る
。
結
論
的
に
は
、
廃
藩

置
県
以
後
も
、
郷
宿
の
活
動
は
継
続
し
て
い
た
―
―
若
干
の
機
能
緞
靴
は
あ
っ
た
ょ
ぅ
だ
が
―
―
と
い
う
こ
と
は
言
え
る
。
そ
の
事
実
を
示
し

て
い
る
の
が
、
「郷
宿
毛
附
帳
」
（明
治
六
年
）
と
い
う
資
料
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
大
覚
寺
下
村

（現
焼
津
市
）
の
槙
田
氏
が
残
し
た
郷
宿
宿

泊
記
録
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

覚
二
月
九
日
夕

一
壱
分

同
月
十
日
朝

一
壱
分

四
月
九
日
昼

静
岡八

は
た
屋

嶋
田 同



一
壱
分

一
壱
分

一
壱
分

六
月
十
四
日

一
弐
分

屋

ら

や
地
券
二
付

同

右
同
断

静
岡八

は
た
や

地
券
二
付

藤
な 枝 瓦

こ
れ
に
よ
れ
ば
、　
一
八
七
三

（明
治
六
）
年
当
時
で
も
、
八
幡
屋

（静
岡
）、
奈
良
屋

（藤
枝
）、
瓦
屋

（島
田
）
な
ど
の
郷
宿
が
依
然
営

業
を
続
け
て
お
り
、
公
用
の
た
め
地
方
役
所
に
出
向
い
た
人
々
に
宿
泊
の
便
宜
を
提
供
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
恐
ら
く
、
そ
の
宿
泊
客

の
中
に
は
、
訴
訟
の
た
め
に
地
方
役
所
に
出
向
い
た
者
も
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。

ま
た
、
こ
の
時
期
の
郷
宿
が
、
地
方
行
政
機
能
の
末
端
を
担
い
続
け
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
資
料
も
存
在
す
る
。
勝
山
庄
司
家

（中
川

根
町
）
の
所
蔵
文
書

「
〔第
六
大
区
十
二
小
区
扱
所
〕
日
（謬

」
が
そ
れ
で
あ
る
。
同

「日
記
」
中
の
一
八
七
四

（明
治
七
）
年

一
二
月
の
記
事

を
見
る
と
、
次
の
よ
う
な
件
が
あ
る
。

十
二
月
十
二
日
晴
風

郷
宿
ｏ
代
人
・
代
言
人
―

日
本
弁
護
士
史
の
再
検
討
（Ｉ
Ｙ
Ｉ

一
０

一



法
政
研
究
八
巻
二
号

（二
〇
〇
三
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二

（中
略
）

一
官
員
中
野
義
則
殿
帳
簿
為
説
諭
本
日
午
後
七
時
二
当
村
江
御
着
二
相
成
候
事

右
御
出
迎
と
し
て
副
戸
長
甚
二
郎
殿
地
名
村
罷
出
島
田
宿
ヨ
リ
途
中
御
案
内
と
シ
て
瓦
屋
太
左
衛
門
御
供
二
而
参
り
候
事

一
夜
二
入
候
而
も
青
部
村
始
小
区
内
地
名
村
笹
間
鮮
訓
瑚
成
村
当
村
江
役
々
之
者
出
張
無
之
二
付
右
村
々
江
尚
至
急
廻
達
差
出
ス

一
官
員
中
野
義
則
殿
本
家
江
御
泊
二
相
成
候
事
瓦
屋
□

も
同
断

十
二
月
十
二
日
晴

一
官
員
中
野
義
則
殿
於
扱
所
二
小
区
内
罷
出
候
者
江
帳
簿
ノ
御
説
諭
御
聞
候
事

一
義
則
殿
御
説
諭
相
済
候
二
付
本
日
午
後
二
時
頃
二
当
村
御
出
立
下
り
舟
二
而
島
田
宿
江
御
帰
り
相
成
瓦
屋
御
供
致
し
候
事
」

こ
こ
に
登
場
す
る
、
県
庁
官
員
の
道
案
内
と
し
て
島
田
宿
か
ら
同
行
し
て
き
た
瓦
屋
太
左
衛
門
と
は
、
前
述
の
島
田
宿
の
郷
宿

・
瓦
屋
の

主
人
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
後
も
、
瓦
屋
は
、
何
度
か
十
二
小
区
扱
所
を
訪
れ
て
い
る

（残
念
な
が
ら
、
そ
の
用
向
の

子
細
は
不
明
で
あ
る
）。

３
　
静
岡
県
の
代
言
人

次
に
本
項
で
は
、
司
法
職
務
定
制
期
の
代
言
人
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
の
は
、
司
法
職
務
定
制
に
よ
っ
て
制
度
化
さ

れ
た
代
言
人
が
、
静
岡
県
内
―
↓
」
の
時
期
の
静
岡
県
は
旧
駿
河
国

一
国
を
管
轄
す
る
の
み
―
―
で
ど
の
よ
う
に
活
動
し
て
い
た
の
か
、
と
い

う
問
題
に
つ
い
て
で
あ
る
。

静
岡
県

（
一
八
七
六
年
ま
で
は
旧
駿
河

一
国
を
管
轄
）
に
お
け
る
近
代
的
な
裁
判
所
制
度
の
確
立
過
程
は
、
【表
２
】
に
示
し
た
と
お
り
で



あ
る
。
そ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
静
岡
県
内
で
近
代
的
な
裁
判
所
制
度
が
確
立
す
る
の
は
、　
一
八
七
六

（明
治
九
）
年
以
後
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
前
は
、
県
庁
役
人
が
裁
判
事
務
を
担
当
し
て
い
た
。

こ
の
時
期
に
お
け
る
静
岡
県
内
の
代
言
人
に
関
す
る
資
料
は
、
管
見
の
限
り
で
、
わ
ず
か
し
か
存
在
し
な
い
。
そ
う
し
た
中
で
、
左
に
紹

介
す
る
の
は
、
貴
重
な
資
料
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
民
事
訴
訟
は
大
区
扱
所
で
受
理
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
出

訴
後
に
納
場
が
成
立
し
た
場
合
も
、
済
口
証
文
は
大
区
扱
所
に
提
出
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た

一
連
の
手
続
に
代
言
人
が
関
与
し
て
い

た
の
で
あ
る
。

第
七
大
区
三
小
区
益
津
郡
大
村
新
田

被
告
人
　
　
早
川
　
俊
蔵

〃
　
　
　
松
永
　
次
平

田
地
代
金
並
作
徳
米
金
滞

一
件
済
口
答
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
永
清
兵
衛

〃
　
　
　
古
屋
善
之
丞

〃
　
　
　
押
尾
　
惣
平

右
者
第
六
大
区
七
小
区
治
兵
衛
長
次
右
衛
門
請
所
農
原
川
久
四
郎
代
原
川
太
八
郎
よ
り
田
地
代
金
並
作
徳
米
金
滞
之
義
訴
出
候
二
付
今

般
御
呼
出
之
御
状
拝
見
仕
原
告
人
江
熟
談
済
方
仕
候
趣
申
上
候
益
津
郡
大
村
新
田
農
善
蔵
所
持
之
田
地
去
々
安
政
五
午
年
中
原
告
人
原

川
久
四
郎
江
買
取
之
田
地
作
徳
米
金
重
々
相
滞
未
夕
皆
済
無
之
二
付
猶
又
当
御
扱
所
江
及
出
訴
候
二
付
御
取
調
中
之
処
城
之
腰
村
松
村

惣
五
郎
成
沢
村
小
林
忠
二
郎
両
人
立
入
取
扱
二
而
是
迄
差
縫
候
勘
定
尚
精
算
之
上
双
方
示
談
行
届
熟
談
済
口
之
趣
意
左
之
通
但
卯
辰
両

年
之
儀
者
別
段
御
調
奉
願
候
也

郷
宿
・
代
人
ｏ
代
言
人
―

日
本
弁
護
士
史
の
再
検
討
（Ｉ
Ｙ
Ｉ

一
〇
三



法
政
研
究
八
巻
二
号

（二
〇
〇
三
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四

本
金
千
三
拾
両
之
処
追
々
入
金
引
去
り

残
金
百
八
拾
両
弐
歩
永
升
六
文
四
分

右
之
内
金
五
両
也
　
今
般
示
談
二
付
勘
弁
引

引
残
金
百
七
拾
五
両
弐
歩
永
升
六
文
四
分
　
一不
談
金

右
金
原
告
人
原
川
久
四
郎
江
渡
し
方
之
儀
者
当

一
月
二
十

一
日
限
り
当
御
扱
所
江
相
納
即
日
御
同
所
よ
り
原
川
久
四
郎
江
御
下
ケ

渡
二
相
成
候
事
但
金
子
請
取
候
節
書
類
相
渡
可
申
候

明
治
七
年

一
月
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
川
　
俊
蔵

（外
四
名
略
）

前
書
被
告
人
早
川
俊
蔵
外
四
人
よ
り
申
上
候
通
熟
談
済
方
仕
候
二
付
此
上
対
決
之
御
裁
判
不
奉
願
候

第
六
大
区
七
小
区
志
太
郡
治
兵
衛
長
次
右
衛
門
請
所
原
川
久
四
郎
代

明
治
七
年

一
月
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
告
人
　
　
原
川
太
八
郎

同
大
区
同
郡
石
津
村

代
言
人
　
　
小
林
善
右
衛
門

第
六
七
大
区
御
扱
所

前
書
済
口
之
外
卯
辰
両
年
出
米
之
儀
者
仁
科
伝
二
郎
並
押
尾
惣
平
両
人
江
別
段
御
取
調
奉
願
候
也

右
原
川
久
四
郎
代
　
原
川
太
八
郎

右
代
言
人
　
　
　
　
小
林
善
右
衛
門



な
お
、
こ
こ
に
登
場
す
る
代
言
人

・
小
林
善
右
衛
門
は
、　
一
八
七
六

（明
治
九
）
年
免
許
代
言
人
制
度
の
導
入
以
後
、
代
言
人
免
許
を
取

得
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
（型

。

一
一　
代
言
人
規
則
以
後
の
代
言
人

・
代
人

〔
一
八
七
六
～

一
八
八
〇
年
〕

一
八
七
六

（明
治
九
）
年
代
言
人
規
則

（司
法
省
甲
第

一
号
布
達
）
が
制
定
さ
れ
、
新
た
に
免
許
代
言
人
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。
本
章
の

課
題
は
、
こ
う
し
た
免
許
代
言
人
が
地
域
社
会
の
な
か
に
ど
の
よ
う
に
参
入
し
、
地
域
社
会
は
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
受
容
し
た
の
か
、
と
い

う
問
題
で
あ
る
。

１
　
免
許
代
言
人
の
登
場

周
知
の
よ
う
に
、　
一
八
七
六

（明
治
九
）
年
代
言
人
規
則
は
、
代
言
人
試
験
に
合
格
し
た
者
に
代
言
人
免
許
を
与
え
る
と
と
も
に

（免
許

代
言
人
制
度
）、
代
言
人
の
職
務
を

「訟
庭
二
於
テ
其
訴
答
往
復
書
中
ノ
趣
意
ヲ
弁
明
シ
裁
判
官
ノ
問
二
答
フ
ル
」
（第
八
条
）
と
定
め
た
。

他
方
、
代
言
人
規
則
の

「布
達
但
書
」
は
、
次
の
よ
う
な
規
定
を
置
い
た
。
す
な
わ
ち
、
来
る
四
月

一
日
以
後
に
お
い
て
、
代
言
人
が
お
ら

ず
、
か
つ
本
人
が
疾
病

・
事
故
な
ど
の
や
む
を
得
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
至
親

（父
子
兄
弟
叔
姪
）
が
本
人
に
代
わ
る
こ
と
が
で
き
る
。
も

し
至
親
が
い
な
い
場
合
に
は
、
区
戸
長
の
証
書
を
も
っ
て
相
当
の
に
型
を
出
廷
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
代
言
人
規
則
は
、
原
則
と
し
て
訴
訟
代
理
行
為
を
免
許
代
言
人
の
独
占
業
務
と
し
、
例
外
的
な
事
由
が
あ
る
場
合
に
限
り
、

代
人
の
出
廷
を
認
め
て
い
た
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
規
定
は
、
地
域
社
会
の
な
か
で
は
ど
の
よ
う
に
運
用
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

郷
宿

・
代
入

・
代
言
人
―

日
本
弁
護
士
史
の
再
検
討
（Ｉ
Ｔ
Ｉ

一
〇
五



法
政
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究
八
巻
二
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〇
〇
三
年
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一
〇
六

（２．
）

左
に
紹
介
す
る
資
料
は
、
免
許
代
言
人

・
鈴
木
泰
蔵
が
静
岡
県
第
六

・
七
大
区
事
務
所
に
宛
て
て
送
付
し
た
文
書
で
あ
る
。

静
岡
両
替
町
三
丁
目
平
民

免
許
代
言
人
　
　
鈴

木

泰

蔵

小
愚
先
般
蒙
司
法
省
ノ
許
可
当
静
岡
裁
判
所
代
言
職
務
ヲ
行
ヒ
罷
在
自
今
所
用
多
端
加
ル
ニ
性
質
多
病
二
付
代
言
御
頼
ノ
人
工
謝
絶
書

差
出
置
候
向
も
有
之
然
ル
ニ
或
ハ
該
謝
絶
書
ハ
売
捌
モ
ヽ
ノ
様
二
心
得
ル
人
モ
有
之
哉
中
ニ
ハ
代
言
免
許
ア
ラ
サ
ル
人
工
本
人
ヨ
リ
直

二
代
人
ノ
約
定
ヲ
ナ
シ
該
所
区
戸
長
ノ
調
印
之
レ
ア
ル
書
類
ヲ
以
テ
己
二
出
庭
ヲ
ナ
サ
ン
ト
ス
ル
ノ
際
定
刻
ノ
過
ル
等
ヲ
ロ
実
ト
シ
御

場
所
控
所
其
他
ノ
居
所
ヨ
リ
金
札
等
ヲ
封
シ
込
シ
一
片
ノ
書
乾
ヲ
添
使
ヲ
以
テ
謝
絶
書
ヲ
求
ル
ノ
儀
有
之
右
ハ
代
言
人
ノ
義
二
付
明
治

九
年
司
法
省
甲
第

一
号
御
布
達
ノ
趣
二
抵
触
シ
職
務
上
ノ
権
理
ヲ
冒

語
）シ

不
都
合
二
御
座
候
間
御
区
内
工
御
教
示
被
為
在
候
様
御

扱
被
下
度
此
段
及
御
照
会
候
也

右

明
治
十
年
七
月
十
六
日

静
岡
県
第
六
七
大
区
事
務
所
御
中

鈴
木
泰
蔵
印

こ
こ
に
登
場
す
る
免
許
代
言
人

・
鈴
木
泰
蔵
は
、　
一
八
七
七

（明
治

一
〇
）
年
、
静
岡
で
代
言
人
免
許
を
取
得
し
、
翌
七
八
年
七
月
、
代

言
結
社
可
進
舎
の
設
立
と
同
時
に
そ
の
舎
員
と
な
っ
た
。
同
年

一
〇
月
、
病
気
の
た
め
可
進
舎
を
退
舎
す
る
も
、
七
九
年

一
月
、
静
岡
札
ノ

（２２
）

辻
町
に
事
務
所
を
置
き
、
再
び
代
言
業
を
執
っ
た
。
察
す
る
に
、
前
掲
資
料
は
、
鈴
木
が
代
言
人
免
許
を
取
得
し
て
間
も
な
い
時
期
に
書
か



れ
た
も
の
で
あ
る
。
我
々
は
、
こ
の
資
料
か
ら
、
以
下
の
よ
う
な
事
実
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
静
岡
地
方
裁
判
所
で
は
、
代
言
免
許
を
持
た
な
い
者
が
代
人
と
し
て
出
廷
す
る
場
合
、
代
言
人
が
出
廷
で
き
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
文

書
（謝
絶
書
）
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ（だ
。

②
他
方
、
訴
訟
代
理
を
依
頼
す
る
者
の
数
が
多
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
代
言
人
の
絶
対
数
は
少
な
く
、
需
要
に
見
合
う
法
的
サ
ー
ビ

ス
は
提
供
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

③
そ
の
結
果
、
訴
訟
当
事
者
が
直
接
代
人
に
訴
訟
代
理
を
依
頼
す
る
場
合
が
少
な
く
な
か
っ
た
。

④
そ
の
た
め
、
代
人
が
免
許
代
言
人
に
対
し
て
証
明
文
書

（謝
絶
書
）
の
交
付
を
金
銭
を
も
っ
て
要
求
す
る
と
い
う
状
況
も
生
ま
れ
て
い
た
。

免
許
代
言
人

・
鈴
木
泰
蔵
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
大
区
事
務
所
に
代
言
人
規
則
の
周
知
方
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
少
な
く
と
も

鈴
木
泰
蔵
の
場
合
、
訴
訟
代
理
行
為
が
免
許
代
言
人
の
独
占
業
務
と
な
っ
て
い
た
と
は
言
い
難
く
、
代
人
の
肩
書
き
を
持
つ
人
々
に
よ
っ
て

か
な
り
蚕
食
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

２
　
代
人
の
訴
訟
代
理

そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
現
象
は
、
ひ
と
り
鈴
木
泰
蔵
の
周
辺
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
―
―
少
な
く
と
も
静
岡
県
で
は

―
―

一
般
的
に
見
ら
れ
る
現
象
だ
っ
た
の
か
。

【表
３
】
は
、
新
聞
記
事
を
も
と
に
、
当
時
の
訴
訟
事
件
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表
か
ら
う
か
が
え
る
の
は
、
代
人
の
存
在
の

大
き
さ
で
あ
る
。
表
中
に
複
数
回
登
場
す
る
武
田
松
之
介
、
飯
塚
九
左
衛
門
、
渡
辺
萬
右
衛
門
、
水
谷
亥
之
輔
と
い
っ
た
人
物
は
代
人
を
業

と
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
と
く
に
水
谷
亥
之
輔
は
、
東
京
で
出
版
さ
れ
た
足
立
重
吉
『代
言
人
評
判
記
』
２

八
八
三
年

郷
宿

ｏ
代
人

・
代
言
人
―

日
本
弁
護
士
史
の
再
検
討
（Ｉ
Ｙ
Ｉ

一
〇
七
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政
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究
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〇
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一
〇
八

刊
行
）中
に
静
岡
の
代
言
人
と
し
て
そ
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
人
物
で
な
♂
。
実
は
、
水
谷
は
、
免
許
代
言
人
で
は
な
い
―
島
哭
平
昌
洪
「代

言
人
免
許
年
度

一
駐
講
」
に
水
谷
の
名
は
見
当
た
ら
な
い
―
―
の
だ
が
、
訴
訟
代
理
業
の
世
界
で
は
東
京
に
ま
で
勇
名
を
は
せ
る
人
物
で
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。

こ
う
し
た
代
人
の
活
躍
ぶ
り
を
県
当
局
は
、
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
の
か
。　
一
八
七
八

（明
治

一
一
）
年
九
月
二
日
、
静
岡
県
令
大
迫
貞

清
は
、
区
戸
長
宛
に
乙
第

一
一
三
号
諭
達
を
発
し
、
代
言
人
規
則
の
趣
旨
に
即
し
た
取
り
扱
い
を
求
め
た
。
す
な
わ
ち
、

民
事
詞
訟
原
被
告
本
人
疾
病
事
故
等
ニ
テ
自
ラ
出
頭
難
致
代
言
人
二
委
託
ス
ヘ
キ
ニ
事
実
不
都
合
之
義
有
之
節
ハ
明
治
九
年
司
法
省
甲

第
壱
号
布
達
但
書
二
照
シ
至
親
又
ハ
相
当
ノ
黙
数
差
出
候
際
戸
長
於
テ
其
事
由
並
代
人
等
精
査
可
致
之
処
無
其
儀
容
易
二
保
証
候
ハ
不

都
合
之
事
二
候
条
厚
ク
注
意
可
致
此
旨
諭
達
候
事

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
代
人
に
よ
る
訴
訟
代
理
行
為
は
、
少
な
く
と
も
静
岡
県
内
で
は
、
か
な
り
普
遍
的
に
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
っ
た

と
い
え
る
。
そ
の
意
味
で
、
当
該
時
期
の
静
岡
県
に
お
い
て
は
、
免
許
代
言
人
の
訴
訟
代
理
に
係
る
業
務
独
占
は
い
ま
だ
確
立
し
て
い
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

３
　
裁
判
所
周
辺
の
風
景
―
ム
ヽ
言
人

・
代
入

。
郷
宿

我
々
は
、
前
項
ま
で
の
と
こ
ろ
で
、
訴
訟
代
理
行
為
を
め
ぐ
っ
て
代
人
と
免
許
代
言
人
が
競
合
し
て
い
る
事
実
を
指
摘
し
た
。
本
項
で
は
、

よ
り
視
野
を
拡
大
し
、
裁
判
所
の
周
辺
で
活
動
す
る
人
々

（代
言
人

・
代
人

・
郷
宿
）
の
実
態
を
追
究
し
た
い
と
思
う
。



本
項
の
結
論
を
先
取
り
し
て
言
え
ば
、
当
時
の
裁
判
所
の
運
営
シ
ス
テ
ム
、
そ
こ
に
関
わ
る
代
言
人

・
代
入
等
の
活
動
ぶ
り
は
、
近
世
に

お
け
る
奉
行
所
と
公
事
師

・
公
事
宿
の
そ
れ
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
継
承
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
静
岡
裁
判

所

（お
そ
ら
く
門
前
）
に
は
腰
掛
が
あ
り
、
そ
こ
に
日
常
的
に

「茶
番
」
が
詰
め
、
裁
判
所
を
訪
れ
る
訴
訟
当
事
者
の
受
付

。
応
対
を
し
て

（２７
）

い
た
。
茶
番
は
呼
出
状
の
送
達
業
務
も
請
け
負
っ
て
い
た
。
ま
た
、
遠
方
か
ら
裁
判
所
を
訪
れ
る
訴
訟
当
事
者
は
、
従
前
と
同
様
に
、
郷
宿

に
宿
泊
し
て
い
た
。

た
だ
従
前
と
異
な
る
の
は
、茶
番
と
し
て
腰
掛
に
詰
め
る
の
は
必
ず
し
も
郷
宿
の
人
間
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

た
と
え
ば
浜
松
の
場
合
、
腰
掛
に
詰
め
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
の
は
代
書
人
だ
け
で
あ
っ
た
。
静
岡
で
も
、
茶
番
の
中
に
は
代
言
人
や
代
書
人

の
業
務
を
兼
業
す
る
者
が
い
た
。
こ
れ
ら
の
事
実
を
窺
わ
せ
る
の
が
、
左
の
一
連
の
新
聞
記
事
で
あ
る
。

「静
岡
裁
判
所
の
御
腰
掛
に
て
茶
番
と
代
言
と
兼
対
で
や
っ
て
居
る
某
先
生
が
四
五
日
前
に
御
勧
解
の
御
呼
出
御
状
を
持
て
東
西
と
名

宛
を
尋
ね
た
が
諄
）ら

無
く
該
町
の
区
長
様
の
御
宅
へ
酢
だ
」

買
下
田
で
は
―

引
用
者
）
裁
判
所
は
稲
田
寺
と
い
へ
る
巨
刹
を
仮
借
せ
り
郷
宿
は
あ
れ
と
も
訴
訟
人
は
太
た
稀
に
し
て
殆
と
な
き
も

（２９
）

の
ゝ
如
し
」

「浜
松
裁
判
所
の
腰
掛
は
代
書
人
が
十
名
と
確
定
し
故
刻
ら
れ
た
人
は
縁
も
つ
ゝ
き
も
な
い
人
の
差
添
や
ら
や
ま
だ
し
の
被
告
の
代
人

杯
に
な
り
て
依
然
出
掛
る
と
申
こ
と
が
だ
充
分
憤
鼻
揮
を
堅
く
緊
て
遣
て
貰
ひ
鯛
と
の
ほ
ポ
」

「豆
州
下
田
港
の
景
況

（略
）
区
裁
判
所
斎
然
と
し
て
腰
掛
に
人
を
見
さ
る
事
（
隧
」

「沼
津
よ
り
の
郵
書
に
同
所
の
代
言
人
は
何
れ
も
青
菜
に
塩
と
云
ふ
様
子
追
々
人
民
が
敏
こ
く
な
り
て
代
言
人
に
乗
る
者
が
少
く
な
り

郷
宿

・
代
人

・
代
言
人
―

日
本
弁
護
士
史
の
再
検
討
（Ｉ
Ｙ
Ｉ

一
〇
九
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（３２
）

し
故
な
り
と
」

一
一
〇

郷
宿
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
敷
衛
し
て
述
べ
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
現
在
、
我
々
が
確
認
で
き
る
限
り
で
、
幕
末
維
新
期
の
静
岡

（府
中
宿
）
に
は
少
な
く
と
も
八
軒
の
郷
宿

（三
階
屋
、
安
田
屋
、
大
村
屋
、
菱
屋
、
浅
田
屋
、
柏
屋
、
袋
屋
、
八
幡
屋
）
が
存
在
し
た
。

こ
の
う
ち
、
袋
屋
は
、
江
戸
時
代
か
ら
引
き
続
き
大
正
期
ま
で
宿
屋
と
し
て
の
営
業
を
継
続
し
た
。
袋
屋
は
、
も
と
も
と

「黄
八
丈
の
夜

具
が
三
組
く
ら
い
し
か
な
く
て
、
あ
と
は
木
綿
の
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
た
布
団
だ
っ
た
」
そ
う
だ
が
、
日
清
戦
争
以
後
に
は
、
軍
人
や
政
党
人
が
出

（３３
）

入
り
す
る
宿
屋
と
し
て
再
び
繁
盛
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
他
方
、
三
階
屋
は
、
間
口
十
間
、
奥
行
き
二
十
間
も
あ
る
大
き
な
郷
宿
で

（３４
）

あ
っ
た
が
、　
一
八
七
六

（明
治
九
）
年
、
同
地
敷
地
に
は
静
岡
郵
便
局
が
建
て
ら
れ
た
と
い
う
。

郷
宿
の
多
く
は
、
三
階
屋
の
よ
う
に
、
早
い
時
期
に
消
滅
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
廃
藩
置
県
以
後
も
長
く
存
続
し
た
場
合
で
も
、

（３５
）

袋
屋
の
よ
う
に
、
も
っ
ぱ
ら
宿
泊
施
設
と
し
て
営
業
を
継
続
し
、
必
ず
し
も
訴
訟
支
援
活
動
を
継
続
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

我
々
は
、
郷
宿
が
担
っ
て
い
た
訴
訟
支
援
機
能
は
、
新
し
く
登
場
し
た
人
々

（代
言
人

・
代
人
等
）
に
よ
っ
て
代
替
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。

４
　
代
人
の
法
廷
外
活
動

前
項
で
、
当
該
時
期
に
お
け
る
訴
訟
支
援
活
動
の
中
心
的
担
い
手
は
、
旧
来
の
郷
宿
か
ら
新
し
い
職
業
集
団

（代
言
人

ｏ
代
人
等
）
に
移

行
し
つ
つ
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た
。
そ
こ
で
本
項
で
は
、
と
く
に
代
人
の
活
動
に
つ
い
て
よ
り
多
面
的
に
と
ら
え
る
た
め
、
彼

ら
の
法
廷
外
活
動
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
い
と
思
う
。
ま
ず
最
初
に
、
【事
例
①
】
を
紹
介
し
よ
う
。



事
例
①

第
四
大
区
六
ノ
小
区
有
度
郡
中
島
村
の
大
幡
初
蔵
と
云
者
は
、
高
松
村
の
清
右
衛
門
と
い
ふ
人
へ
拾
三
カ
年
以
前
砂
糖
を
売
、
代
金
三

拾
円
の
証
文
あ
り
し
故
、
代
言
人
を
頼
ん
で
高
松
村
の
清
右
衛
門
方
江
数
度
掛
合
に
及
び
け
れ
ば
、
清
右
衛
門
当
惑
限
り
な
く
如
何
せ

ん
と
案
し
た
る
に
、
不
図
右
三
十
円
の
請
取
証
を
見
出
し
、
全
く
其
節
皆
済
に
相
違
無
れ
は
、
初
蔵
今
は
申
訳
も
無
ぐ
つ
ぐ
つ
に
済
し

が
、
右
の
掛
合
に
頼
み
し
代
言
人
数
日
掛
合
の
内
入
用
日
当
金
二
拾
円
は
初
蔵
の
丸
損
に
成
っ
た
と
の
噺
し
、
こ
ん
な
ば
か
ば
か
し
い

事
は
あ
り
た
饗

こ
れ
は
、
債
権
者
が
売
掛
代
金
回
収
業
務
を
「代
言
人
十
１
こ
れ
が
文
字
通
り
「免
許
代
言
人
」
を
意
味
し
て
い
る
の
か
は
不
明
だ
が
―
―
に

依
頼
し
て
い
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
わ
ず
か
数
日
間
の
掛
合
い

（督
促
）
の
た
め
に
、
代
言
人
に
日
当
が
二
〇
円
も
支
払
わ
れ
て
い
る
の
が
興

味
深
い
。

次
に
紹
介
す
る
【事
例
②
】
は
、
田
地
取
戻
し
訴
訟
を
め
ぐ
る
訴
訟
代
理
依
頼
の
事
例
で
あ
る
。
依
頼
を
受
け
た
の
は
―
―
新
聞
記
事
も
「不

都
合
の
事
の
沢
山
あ
る
静
岡
の
代
言

（否
）
代
書
人
」
と
書
い
て
い
る
よ
う
に
ｌ
λ
几
許
代
言
人
で
は
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
代
書
人
に
対
し

て

「代
人
」
の
肩
書
き
を
も
っ
て
訴
訟
代
理
を
行
う
よ
う
に
依
頼
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
依
頼
を
受
け
た
代
書
人
は
、
裁
判
所

に
提
出
す
る
書
類
に
代
人
規
則
の
定
め
る
戸
長
奥
印
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る

（し
か
し
、
戸
長
は
奥
印
を
し
な
か
っ
た
）。

事
例
②

駿
河
国
有
度
郡
下
足
洗
村
堀
某
の
後
家
お
と
き
ハ
、
去
る
九
年
十

一
月
中
本
家
へ
返
り
た
る
に
、
分
家
の
弥
次
郎
兵
衛

（略
）
ハ
兼
て

お
と
き
の
本
家
へ
持
行
き
し
田
地
に
目
を
掛
け
居
り
し
故
、
間
も
無
く
己
れ
ハ
隠
居
し
て
、
お
と
き
の
亡
父
の
跡
を
相
続
せ
し
が
、
何

郷
宿
・
代
人
・
代
言
人
―

日
本
弁
護
士
史
の
再
検
討
（Ｉ
Ｙ
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
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か
事
故
あ
り
て
田
地
を
取
り
損
じ
た
る
も
の
と
見

へ
、
此
頃
慾
心
再
発
し
て
シ
カ
モ
不
都
合
の
事
の
沢
山
あ
る
静
岡
の
代
言

（否
）
代

書
人
に
、
今
度
本
家
何
右
衛
門

へ
係
る
田
地
取
戻
し
の
一
件

ハ
平
に
お
た
野
み
申
ま
す
と
云
ふ
を
、
手
も
な
く
受
込
み
し
が
、
イ
ザ
事

（３７
）

務
所
へ
奥
印
と
な
る
と
戸
長
が
印
を
せ
ぬ
の
で
、
代
言
人
が
困
っ
て
居
る

と
こ
ろ
で
、
次
の

【事
例
③
】
は
、
呉
服
町
の

「何
々
舎
」
と
い
う
結
社
に
所
属
す
る
代
人
が
債
権
回
収
訴
訟
の
依
頼
を
受
け
た
と
い
う

事
例
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
当
該
代
人
が
相
手
方
の
回
車
に
乗
っ
て
、
双
方
代
理
に
近
い
行
為
を
行
っ
た
挙
句
、
だ
ま
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い

う
面
白
い
内
容
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
強
調
し
て
お
き
た
い
の
は
、
代
人
の
な
か
に
は
結
社
を
組
織
し
て
業
務
を
展
開
す
る
者
も
い
た
と
い
う

事
実
で
あ
る
↑
」
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
）。
当
該
時
期
に
お
け
る
代
人
の
社
会
的
存
在
形
態
を
語
る
と
き
、
こ
の
よ
う
な
組
織
性
は
無

視
で
き
な
い
重
要
な

一
側
面
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

事
例
③

高
知
県
士
族
福
田
智
賢
と
云
ふ
人
は
、
諸
所
へ
丈
量
に
雇
れ
、
既
に
本
州
庵
原
郡
中
河
内
村
に
て
は
殊
の
外
に
蓋
力
し
、
同
所
の
戸
長

青
本
格
三
郎

へ
係
り
、
其
の
入
費
を
請
と
る
事
に
な
っ
て
居
た
が
、
何
分
出
金
せ
ず
、
無
拠
今
度
呉
服
町
の
何
々
舎

へ
依
頼
し
、
福
田

は
代
入
を
出
し
て
格
二
郎
へ
係
り
請
求
を
す
る
、
其
の
金
高
は
百
井
円
な
れ
ど
、
本
人
の
手
取
は
七
十
円
の
約
束
に
て
、
其
の
余
の
金

は
代
人
の
物
と
す
べ
き
約
定
を
し
て
、
四
五
日
前
に
右
の
内
金
升
円
を
受
取
り
、
跡
十
円
は
直
に
渡
し
て
、
跡
の
四
十
円
は
来
る
十
日

に
済
せ
る
証
書
を
と
る
積
り
の
処
、
格
二
郎
が
彼
の
原
告
代
人
へ
三
千
円
の
出
入
を
該
舎

へ
依
頼
す
る
故
、
十
円
を
立
替
て
舎
中
の
金

を
以
て
一
時
原
告
へ
渡
し
て
呉
ろ
と
頼
ま
れ
、
ツ
イ
格
二
郎
の
手
管
に
は
め
ら
れ
、
オ
ッ
ト
承
知
と
渡
し
た
が
、
三
千
円
の
出
入
と
は



影
も
形
も
無
き
事
が
知
れ
て
破
談
と
な
っ
た
と
云
（劇

さ
て
、
次
の

【事
例
④
】
は
、
代
人
業
務
の
在
り
方
を
窺
わ
せ
る
資
料
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
原
告

・
鈴
木
勘
兵
衛

（遠
州
金
谷
河
原
町

居
住
）
の
代
人

（静
岡
居
住
）
は
、
身
代
限
の
宣
告
を
受
け
た
被
告

・
酒
井
仙
吉

（遠
州
金
谷
河
原
町
居
住
）
の
も
と
を
訪
ね
た
と
こ
ろ
不

在
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
翌
日
に
は
静
岡
に
戻
り
、
裁
判
所
に
同
人
の
召
喚
を
願
い
出
た
が
、
召
喚
日
に
も
不
参
で
あ
っ
た
と
い
う
事

例
で
あ
る
。
前
出
の

【事
例
①
】
か
ら
も
窺
え
る
こ
と
だ
が
、
依
頼
人
か
ら
事
件
処
理
を
依
頼
さ
れ
る
場
合
、
代
人
は
た
ん
に
訴
訟
代
理
の

み
を
受
任
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
に
係
る
渉
外
事
務

一
般
も
含
め
て
受
任
す
る
と
い
う
の
が

一
般
的
で
は
な
か
っ
た
か
と
想
像
さ
れ
る
。

事
例
④

遠
州
金
谷
河
原
町
の
酒
井
仙
吉
は
明
治
四
年
中
同
町
鈴
木
勘
兵
衛
よ
り
金
拾
弐
両
弐
分
三
朱
と
永
四
拾
文
借
受
け
た
る
に
返
済
方
滞
り

た
る
よ
り
此
程
願
付
ら
れ
身
代
限
に
な
る
と
原
告
の
代
人
は
は
る
ば
る
河
原
町
迄
出
掛
け
仙
吉
を
尋
ね
た
る
に
仙
吉
は
留
守
に
て
待
て

は』睛】牢〔嘲』［和］臓州〔時な蠍い力ゝ静『申へ蒔］嚇̈
は獄崚倒】噸卸』『嘲一向つ（た出に又当日も不参したので終

最
後
に
も
う

一
つ
事
例
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
【事
例
⑤
】
で
あ
る
。
前
出
の

る
と
、
静
岡
で
営
業
す
る
代
人
の
活
動
範
囲
―

依
頼
人
の
地
理
的
範
囲
―
―
は
、

か
な
り
広
範
囲
に
及
ん
で
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

郷
宿
・
代
人
・
代
言
人
―

日
本
弁
護
士
史
の
再
検
討
（Ｉ
Ｔ
Ｉ

【資
料
④
】
も
併
せ
て
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
れ
ら
を
見

島
田
宿

（【事
例
⑤
し

か
ら
金
谷
宿

∩
事
例
④
し

ま
で
、

一
一
一一一
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事
例
⑤

一
一
四

駿
州
志
太
郡
島
田
宿
の
桜
井
国
蔵
と
云
ふ
人
は
同
郡
石
津
村
丸
山
六
右
衛
門
の
二
男
亀
吉
を
養
子
に
貰
ひ
た
し
と
て
種
々
手
を
養
せ
し

に
六
右
衛
門
は

（略
）
堅
く
断
り
し
を
去
る
明
治
十
年
の
事
と
か
亀
吉
が
静
岡
へ
出
て
来
て
居
を
幸
ひ
国
蔵
は
ど
う
相
談
し
た
か
直
ぐ

我
が
家
へ
連
帰
り
親
の
六
右
衛
門
へ
云
々
と
跡
で
知
ら
せ
無
理
に
養
子
に
貰
ひ
受
け
し
が
其
後
何
の
事
も
な
く
暮
ら
し
居
る
中
子
細
あ

り
て
此
頃
離
縁
せ
ん
と
云
ひ
出
せ
し
か
バ
六
右
衛
門
は
承
知
せ
ず
色
々
葛
藤
け
れ
て
近
所
の
人
も
中
へ
入
り
手
を
換
へ
品
を
か
へ
夫
々

談
判
は
し
た
も
の
ゝ
お
互
い
に
勢
い
強
く
な
か
な
か
ま
と
ま
り
が
付
か
ず
仕
方
の
な
き
儘
親
類
の
蒔
田
藤
兵
衛
は
静
岡
追
手
町
の
山
崎

亀
吉
と
い
ふ
者
に
頼
み
掛
合
せ
し
が
此
者
の
手
際
に
も
行
か
ず
上
魚
町
の
飯
島
三
省
と
い
ふ
人
へ
依
頼
し
願
立
を
せ
ん
と
せ
し
に
三
省

の
云
へ
る
や
う
仮
令
ひ
戸
主
に
あ
ら
ざ
る
も
養
子
取
戻
し
杯
は
容
易
の
事
な
ら
ず
総
理
代
人
の
委
任
状
を
申
受
け
た
し
と
云
ふ
に
任
せ

て
委
任
状
を
渡
し
此
事
首
尾
能
く
ゆ
く
時
は
何
程
の
謝
金
を
渡
す
と
か
貰
ふ
と
か
の
約
定
迄
あ
り
し
処
堂
や
ら
其
約
束
も
相
違
せ
し
と

（４０
）

見
へ
亀
吉
は
腹
立
の
儘
自
訴
せ
し

最
後
に
、
当
時
の
代
人
と
結
社
と
の
関
係
に
つ
い
て
再
度
言
及
し
て
お
こ
う
。
こ
の
時
期
の
静
岡
に
は
、
「択
善
社
」
２

八
七
七
年
設
立
）、

「可
進
舎
」
２

八
七
八
年
七
月
設
立
）
な
ど
の
代
言
結
社
が
存
在
し
た
。
そ
の
う
ち

「可
進
舎
」
は
、
【表
４
】
に
示
し
た
よ
う
に
、
免
許
代

言
人

公
局
田
仏
響
、
鈴
木
泰
蔵
、
若
林
好
（鰹

）
と
無
免
許
代
言
人

（畔
柳
」
響
、
深
浦
藤
太
（解

）
の
両
方
の
人
々
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
て
い
た
。

一
八
八
六

（明
治

一
九
）
年
、
大
阪
代
言
人
組
合
か
ら
静
岡
代
言
人
組
合
に
移
っ
て
き
た
井
上
敬
二
郎
の
場
合
も
、　
一
八
七
四

（明
治
七
）

年
か
ら
大
阪
府
下
で
代
言
結
社
を
組
織
し
、
代
言
人
の
免
許
を
有
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
訴
訟
代
理
業

（詞
訟
代
言
業
）
を
営
ん
で
い

（４５
）

た
。
そ
の
後
、　
一
八
八
〇

（明
治

一
三
）
年
に
至
っ
て
初
め
て
、
代
言
人
免
許
を
取
得
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
代
人
と
代
言
人
は
一
つ
の
結
社
に
組
織
さ
れ
、
共
同
で
訴
訟
代
理
業

（詞
訟
代
言
業
）
を
営
む
場
合
が
あ
っ
た
。
こ
う
し



た
代
人
と
代
言
人
の
共
同
を
可
能
に
し
た
社
会
的
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
当
時
の
社
会
で
は
い
ま
だ
訴
訟
代
理
業
が
代
言
人
の
独
占
業
務
と

し
て
確
立
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

〓
一　
代
言
人
規
則
改
正
以
後
の
代
言
人

・
代
入

〔
一
八
八
〇
～

一
八
九
二
年
〕

一
八
八
〇

（明
治

一
三
）
年
五
月
、
代
言
人
規
則
改
正

（司
法
省
甲
第

一
号
布
達
）
が
公
布
さ
れ
、
各
地
方
裁
判
所
管
内
の
代
言
人
組
合

へ
の
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
代
言
人
試
験
も
、
毎
年
二
回
、
司
法
省
か
ら
各
地
方
検
事
に
問
題
を
送
り
試
験
を
行
な
う
と
い

う
統

一
方
式
に
改
め
ら
れ
た
。

こ
の
代
言
人
規
則
改
正
と
同
日
に
公
布
さ
れ
た
の
が
、
「代
言
人
規
則
改
正
二
付
詞
訟
代
人
心
得
方
」
（司
法
省
甲
第
二
号
布
達
）
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
原
被
告
ま
た
は
引
合
人
等
が
疾
病

・
事
故
の
た
め
に
法
廷
に
出
頭
で
き
な
い
場
合
、
ま
た
は
免
許
代
言
人
が
い
な
か
っ
た
り
、
ま

た
は
免
許
代
言
人
に
代
言
を
委
任
す
る
の
が
困
難
な
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
区
戸
長
の
公
証
を
も
っ
て
親
属
ま
た
は
相
当
の
者
を
代
人
と

す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
代
人
た
る
者
は

一
事
件
を
限
り
受
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
も
し
二
件
以
上
を
受
任
し
、

ま
た
は
詞
訟
を
教
唆
し
私
利
を
営
む
等
の
こ
と
が
あ
る
場
合
に
は
、
裁
判
官
は
直
ち
に
そ
の
代
人
を
停
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
定
め

た
。
こ
の
後
段
の
部
分
が
新
た
に
追
加
さ
れ
た
規
定
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
明
ら
か
に
代
人
の
肩
書
き
を
も
っ
て
訴
訟
代
理
業
を
営
む
者
を
法

廷
か
ら
排
除
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
当
該
代
人
に
対
す
る
出
廷
差
止
権
を
裁
判
官
に
付
与
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

同
様
の
趣
旨
は
、
そ
の
後
、　
一
八
八
四

（明
治

一
七
）
年

一
月
二
四
日
、
「詞
訟
代
人
心
得
方
改
正
」
（太
政
官
第

一
号
布
達
）
に
よ
っ
て

再
達
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
「詞
訟
又
ハ
勧
解
二
付
、
己
ム
ヲ
得
ス
代
人
ヲ
出
サ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
、
親
属
又
ハ
相
当
ノ
者
ヲ
撰
ミ
、
管
轄
裁
判

所
ノ
許
可
ヲ
受
ク
可
シ
、
但
代
人
タ
ル
者
同
時
二
二
人
以
上
ヨ
リ
ニ
件
以
上
ヲ
受
任
シ
、
其
他
不
適
当
ノ
所
為
ア
リ
ト
認
ム
ル
時
ハ
、
裁
判

郷
宿
・
代
人
・
代
言
人
―

日
本
弁
護
士
史
の
再
検
討
（Ｉ
Ｔ
Ｉ

一
一
五



一
一
六

法
政
研
究
八
巻
二
号

（二
〇
〇
三
年
）

所
二
於
テ
之
ヲ
差
止
ム
ル
コ
ト
ア
ル
可
シ
」
と
。

そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
法
令
の
公
布
に
よ
っ
て
裁
判
実
務
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
窺
わ
せ
る
資
料
を
次
に
紹

介
し
よ
う
。
「代
言
人
規
則
改
正
二
付
詞
訟
代
人
続
鶏
方
」
が
公
布
さ
れ
て
か
ら
お
よ
そ
二
年
後
、　
一
八
八
二

（明
治

一
五
）
年
八
月
二
九
日
、

静
岡
県
令
大
迫
貞
清
は
次
の
よ
う
な
諭
告
を
発
し
た
。

脚
計離鰤爛ノ、法率押け二弐畔嚇はノ（誕
鈍
『酬
ザニ嘲岬
胤
緻
飢
勒
一者葺
斜
劉
踊
蜘割訃

二
非
ス
シ
テ
特
二
詞
訟
上
之
代
人
タ
ル
ニ
止
り
、
只
管
過
分
ノ
日
当
ヲ
貪
ル
者
不
少
、
間
ニ
ハ
其
代
人
タ
ル
者
総
理
ノ
委
任
状
ヲ
得
タ

ル
ヲ
奇
貨
ト
シ
、
本
人
ノ
名
義
ヲ
以
金
員
ヲ
借
入
シ
又
ハ
本
人
ノ
財
産
ヲ
売
却
ス
ル
等
本
人
意
外
ノ
処
置
ヲ
ナ
シ
、
大
二
本
人
ノ
迷
惑

ヲ
致
ス
者
有
之
趣
相
間
、
右
ハ
畢
党
本
人
於
テ
之
ン
カ
依
頼
ヲ
為
ス
ニ
際
シ
、
総
理
卜
部
理
ノ
権
限
ヲ
明
瞭
二
弁
セ
サ
ル
ヨ
リ
醸
成
ス

ル
弊
害
ニ
シ
テ
妄
二
委
任
状
ヲ
渡
ス
ノ
結
果
二
候
条
、　
一
般
人
民
於
テ
凡
詞
訟
事
件
二
付
妄
二
総
理
代
ノ
委
任
状
ヲ
相
渡
ザ
ル
様
篤
ト

注
意
ヲ
加

へ
、
後
害
ヲ
収
メ
ザ
ル
コ
ト
緊
要
タ
ル
ヘ
シ
、
此
旨
諭
告
候
事

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
「代
言
人
規
則
改
正
二
付
詞
訟
代
人
心
得
方
」
公
布
以
後
、
訴
訟
代
理
の
み
を
委
任
さ
れ
る
代
人

（部
理
代
人
）
は
、
実

際
に
、
法
廷
へ
の
出
廷
を
差
止
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
規
制
の
強
ま
り
に
対
し
て
、
代
人
業
を
営
む
人
々
は
、

依
頼
人
か
ら
総
理
代
人
の
委
任
状
を
取
り
付
け
る
こ
と
で
対
抗
し
た
。
な
ぜ
、
こ
れ
が
対
抗
策
と
な
り
え
た
の
か
。
そ
の
間
の
事
情
を
説
明

し
て
い
る
の
が
、
元
老
院
議
官
渡
辺
清
の

「地
方
巡
察
報
告
書
」
で
あ
る
。
そ
の
一
節
を
引
用
し
よ
う
。



詞
訟
代
人
ハ
戸
長
ノ
公
証
ヲ
要
シ
、　
一
事
件
ノ
外
之
ヲ
許
サ
ヽ
ル
ノ
成
規
ナ
リ
、
然
ル
ニ
近
来
総
理
代
人
ノ
名
称
ヲ
濫
用
シ
、　
一
人
ニ

シ
テ
数
件
ヲ
代
訴
ス
、
今
夫
ン
代
人
規
則
タ
ル
総
理
代
ヲ
委
任
ス
ル
場
合
二
於
テ
些
ノ
制
限
ナ
ク
、
一
通
ノ
委
任
状
ヲ
授
受
ス
ル
マ
テ
、

戸
長
ノ
公
証
モ
要
セ
サ
ン
ハ
、
狡
賠
ノ
徒
詞
訟
代
人
ノ
成
規
ヲ
素
シ
奸
計
ヲ
成
ス
ニ
最
モ
便
利
ナ
リ
ト（だ

っ
ま
り
、
総
理
に
だ
は
、
部
理
代
則
と
異
な
り
、　
一
度
総
理
代
人
の
委
任
状
を
受
理
す
れ
ば
、
訴
訟
代
理
を
な
す
場
合
で
も
戸
長
の
公
証

は
不
要
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
代
人
業
を
営
む
人
々
は
、
総
理
代
人
の
肩
書
き
を
持
っ
て
複
数
事
件
を
受
任
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
も
な
お
、
代
人
の
訴
訟
代
理
活
動
が
広
範
囲
に
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
は
、
実
際
の
判
決
文
か

「当
時
嘲
一
「
章
凌
か
け
拳
鳥
窄
最
漱
は
け
い
わ
剛
］
」

る 一
融
ｕ
」
』

深 一
¨
剣
け
「

あ
（日
爛
『
始
審
裁
判
所
判
決
）
は
、
「代
言
人
」
「代
人
」

「儡
斜
離
ぽ
十
六
号
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（裁
許
用
罫
紙
）

裁
判
言
渡

静
岡
県
駿
河
国
益
津
郡
石
脇
村
人
民
総
代
同
村
平
民
原
川
惣
作
柴
山
兵
蔵
塩
澤
藤

一
代
言
人

同
国
安
倍
郡
静
岡
本
通
壱
丁
目
七
番
地
寄
留
東
京
府
士
族

（付
箋
）

原
告
　
高
田
敬
義
団
日
Ⅲ
Ⅲ
闇
四
闇
圏
□

同
国
浜
当
日
村
平
民
原
田
久
蔵
外
弐
拾
八
名
代
人

同
国
有
度
郡
静
岡
紺
屋
町
寄
留
福
岡
県
士
族

郷
宿

ｏ
代
人

・
代
言
人
―

日
本
弁
護
士
史

の
再
検
討

（Ｉ
Ｙ
Ｉ

一
一
七



法
政
研
究
八
巻
二
号

（二
〇
〇
三
年
）

一

一
八

（付
箋
）

被
告
　
萩
谷
澄
人
　
団
日
Ⅲ
Ⅲ
闇
目
Ⅲ
幽
日

同
国
益
津
郡
浜
当
日
村
平
民
堀
川
喜
右
衛
門
外
弐
拾
九
名
代
人
同
村
平
民

被
告
　
原
田
秋
之
助

永
小
作
引
揚
争
論
ノ
詞
訟
審
間
ヲ
遂
ク
ル
処

（以
下
略
）

こ
こ
に
登
場
す
る
代
人
二
人
の
う
ち
、原
田
秋
之
助
は
被
告
村
方
住
民
三
〇
名
を
代
表
す
る
、
い
わ
ば
村
民
惣
代
の
立
場
に
立
つ
者
で
あ
っ

た
。
こ
れ
に
対
し
、
も
う

一
人
の
代
人
、
萩
谷
澄
人
は
業
と
し
て
訴
訟
代
理
を
行
う
者
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
他
方
、
「当
日
代
人
」
の

肩
書
で
登
場
す
る
二
人
の
人
物
は
、
判
決
言
渡
当
日
、
代
言
人
や
代
人
に
代
わ
っ
て
出
廷
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

以
上
述
べ
て
き
た
こ
と
は
、
お
も
に
静
岡
地
方
裁
判
所
管
轄
地
域
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
こ
で
指
摘
し
た
代
人
に

よ
る
訴
訟
代
理
活
動
は
、
全
国
的
に
確
認
で
き
る
現
象
で
も
あ
っ
た
。

た
と
え
ば
、
『大
審
院
民
事
判
決
録
』
を
見
る
と
、　
一
八
八
四

（明
治

一
七
）
年

一
月
か
ら
二
月
ま
で
の
三
カ
月
間
に
大
審
院
で
判
決
が
下

さ
れ
た
事
件
数
は

一
五
七
件
、
う
ち
代
人
が
立
っ
て
い
る
事
件
数
は
四
五
件
を
数
え
る
。
こ
の
四
五
件
の
う
ち
、
業
と
し
て
訴
訟
代
理
を
引

‐（き継口「邸組い『はいなコしヵゝ』則一商串ど」い力ゝしに一が「〓詢脚̈
岬ぼ螂ｒ開ＯＭ』い呻】̈
〔剛翡引い罐利】い「一

う
し
た
こ
と
か
ら
推
測
す
れ
ば
、　
一
八
八
〇
年
代
前
半

（明
治

一
〇
年
代
後
半
）
の
時
期
、
代
人
の
肩
書
を
も
っ
て
訴
訟
代
理
業
を
営
む
者



が
、
大
審
院
段
階
で
も
相
当
数
活
躍
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
『地
方
巡
察
使
復
伝
劃
』を
み
れ
ば
、
全
国
各
地
で
代
人
の
活
動
す
る
様
子
が
具
体
的
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
ま
と
め
た
も

の
が

【表
５
】
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。　
一
八
八
三

（明
治

一
六
）
年
、
陸
羽
地
方
を
巡
察
し
た
元
老

院
議
官
関
口
隆
吉
が
ま
と
め
た

「詞
訟
代
人
ノ
儀
二
付
上
申
」
翁
明
治
十
六
年
甲
部
巡
察
使
上
申
書
第
四
（理

し

の
一
節
で
あ
る
。

地
方
人
民
ノ
幸
福
ヲ
傷
り
社
会
ノ
風
俗
ヲ
素
タ
ス
最
モ
憎
ム
ヘ
キ
ノ
甚
シ
キ
モ
ノ
ニ
ア
リ
、
其

一
ハ
代
人
営
業
者
、
其

一
ハ
博
徒
ナ
リ
、

（略
）
凡
ソ
代
人
ヲ
以
テ
営
業
卜
為
ス
モ
ノ
ハ
、
概
シ
テ
市
井
無
頼
ノ
徒
ニ
シ
テ
、
元
来
学
識
ナ
ク
廉
恥
ナ
ク
且
忍
耐
勉
強
ノ
気
カ
ニ

乏
シ
、
故
二
一
業
ヲ
修
メ
テ
生
計
ヲ
ナ
ス
ノ
志
シ
ナ
ク
、
法
律
ヲ
講
究
シ
代
言
人
ノ
試
験
二
応
ス
ル
ノ
望
ミ
ナ
シ
、
但
夕
裁
判
所
ノ
腰

掛
二
時
日
ヲ
消
シ
、
郷
宿
二
出
入
シ
、
郷
野
素
朴
ノ
人
民
ヲ
引
掛
ケ
、
誇
テ
代
人
タ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
求
メ
、
奸
詐
ヲ
是
レ
事
ト
シ
、
不
当

ノ
利
ヲ
貪
ル
ヲ
勤
ム
、
故
二
裁
判
所
ア
ル
地
方
二
於
テ
ハ
、
此
等
ノ
徒
必
ス
婿
集
輻
榛
シ
、
或
ハ
僻
阪
ノ
村
落
漁
浦
ヲ
徘
徊
シ
テ
愚
夫

痴
婦
ヲ
弄
絡
シ
、
争
訟
ヲ
教
唆
シ
、
其
事
ヤ
一
言
ニ
シ
テ
足
ル
ヘ
キ
ヲ
左
右
二
寄
セ
数
月
ノ
久
キ
ヲ
経
ル
ア
リ
、
或
ハ
父
子
兄
弟
夫
婦

ヲ
離
間
シ
テ
詞
訟
ヲ
起
サ
シ
メ
、、
其
倫
理
ヲ
素
シ
、
風
俗
ヲ
害
ス
ル
ノ
甚
シ
キ
ア
リ
、
且
ツ
夫
此
徒
多
ク
ハ
高
利
貸
ヲ
兼
業
シ
、
又
ハ

高
利
貸
卜
通
謀
シ
、
其
所
為
詐
欺
取
財
二
均
シ
キ
モ
ノ
多
シ
、
（中
略
）
警
察
官
及
ヒ
裁
判
官
モ
其
奸
ヲ
知
ラ
サ
ル
ニ
ア
ラ
ス
ト
雖
モ
、

法
律
規
則
未
夕
全
カ
ラ
ス
、
而
シ
テ
彼
ノ
徒
狡
結
ナ
ル
巧
二
法
網
ヲ
潜
り
変
幻
自
在
如
何
ト
モ
ス
ル
能
ハ
ス
、
今
此
ノ
取
締
ヲ
為
サ
ヽ

レ
ハ
其
害
毒
ノ
各
地
二
蔓
延
ス
ル
、
恰
モ
伝
染
病
ノ
如
シ
、
（中
略
）按
ス
ル
ニ
速
二
詞
訟
代
人
取
締
法
ヲ
制
定
シ
、
其
害
毒
ヲ
撲
滅
ス

ル
ハ
今
日
ノ
急
務
ナ
リ
、
然
リ
ト
雖
モ
法
律
厳
密
ナ
ン
ハ
奸
人
亦
夕
緻
密
ノ
法
網
ヲ
脱
ス
ル
ノ
手
段
従
テ
巧
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
単
二
代
人

取
締
法
ヲ
制
シ
其
弊
害
ヲ
防
キ
得
ヘ
キ
ニ
ア
ラ
ス
、
因
テ
一
面
ハ
法
律
ヲ
布
キ
一
面
ハ
地
方
官
行
政
上
適
宜
取
締
方
法
ヲ
設
ク
ル
ヲ
許

シ
、
郡
村
及
ヒ
警
察
官
吏
ヲ
シ
テ
各
町
村
人
民
ヲ
戒
訓
シ
、
各
自
警
シ
メ
シ
ム
ル
コ
ト
猶
ホ
伝
染
病
予
防
法
二
於
ル
如
ク
ス
ヘ
シ
（後
略
）

郷
宿
ｏ
代
人
・
代
言
人
―

日
本
弁
護
士
史
の
再
検
討
（Ｉ
Ｙ
Ｉ

一
一
九
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〇
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こ
の
よ
う
に
、　
一
八
八
〇
年
代
言
人
規
則
改
正
以
後
も
、
全
国
的
に
代
人
に
よ
る
訴
訟
代
理
が

一
般
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
と
て
も
免

許
代
言
人
の
業
務
独
占
が
確
立
し
た
と
い
え
る
状
況
に
は
な
か
っ
た
。
当
時
の
法
廷
は
、
免
許
代
言
人
と
代
人
に
よ
っ
て
空
間
が
共
有
さ
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
後
、
代
人
の
姿
は
法
廷
か
ら
消
え
て
い
く
（残
念
な
が
ら
、
そ
の
時
期
は
特
定
で
き
な
い
が
）。
そ
し
て
、
法
廷
内
の
活
動

は
代
言
人

・
弁
護
士
の
独
占
業
務
行
為
と
し
て
確
立
し
て
い
く
。
た
だ
、
法
廷
外
に
は
代
人
た
ち
の
活
動
の
余
地
は
広
く
残
さ
れ
て
い
た
。

法
廷
外
の
法
律
事
務

一
般
に
つ
い
て
は
、
代
言
人
規
則
も
弁
護
士
法
も
何
も
規
定
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
代
言
人
・弁
護
士
が
も
っ
ぱ
ら
法
廷
内
の
訴
訟
代
理
・刑
事
弁
護
を
独
占
し
、
法
廷
外
で
は
非
弁
護
士
た
ち
が
活
発
に
一
般
法

律
事
務
を
担
う
と
い
う
分
業
関
係
が
確
立
す
る
。
こ
う
し
た
社
会
的
実
態
の
成
立
を
背
景
と
し
て
、
彼
ら
非
弁
護
士
た
ち
に
与
え
ら
れ
た
の

が
「三
百
屋
」
コ
一百
」
な
ど
の
蔑
称
で
あ
っ
た
。
こ
の
新
た
な
段
階
に
お
け
る
非
弁
護
士
の
実
態
を
解
明
す
る
の
は
、
別
稿
の
課
題
と
し
た
い
。

（ル九
）

本
稿
に
お
い
て
お
も
に
参
考
と
し
た
文
献
を
以
下
に
掲
げ
て
お
き
た
い

（本
文
中
で
参
照
し
た
も
の
は
除
く
）。

弁
護
士
史
の
通
史
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
、
司
法
省
編
纂

『司
法
沿
革
誌
』
法
曹
会
、　
一
九
二
九
年
、
東
京
弁
護
士
会
編

『弁
護
士
史
』
東
京

弁
護
士
会
、　
一
九
二
九
年
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
編

『日
本
弁
護
士
沿
革
史
』
日
本
弁
護
士
連
合
会
、　
一
九
五
九
年
、
法
曹
百
年
史
編
纂
委
員
会

編

『法
曹
百
年
史
』
法
曹
公
論
社
、　
一
九
六
九
年
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
編

『弁
護
士
百
年
』
日
本
弁
護
士
連
合
会
、　
一
九
七
六
年
、
松
井
康
浩

『日
本
弁
護
士
論
』
日
本
評
論
社
、　
一
九
九
〇
年
、
宮
川
光
治

・
那
須
弘
平
他
編

『変
革
の
中
の
弁
護
士

〔そ
の
理
念
と
実
践
と

上
、
有
斐
閣
、

一
九
九
二
年
、
等
。

弁
護
士
の
個
人
史
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
、
海
野
晋
吉
著
・潮
見
俊
隆
編

『あ
る
弁
護
士
の
歩
み
』
日
本
評
論
社
、　
一
九
六
八
年
、
「弁
護
士
海

T注
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野
晋
吉
」
刊
行
委
員
会
編

『弁
護
士
海
野
晋
吉
』
同
刊
行
委
員
会
、　
一
九
七
二
年
、
菅
野
勘
助
追
想
録
刊
行
会
編

『弁
護
士
菅
野
勘
助
』
同
刊
行

会
、　
一
九
七
八
年
、
森
長
英
二
郎

『日
本
弁
護
士
列
伝
』
社
会
思
想
社
、　
一
九
八
四
年
、
杉
之
原
舜

一
『波
瀾
萬
丈

・
一
弁
護
士
の
回
想
』
日
本

評
論
社
、　
一
九
九

一
年
、
村
上

一
博
他
編

『日
本
法
曹
界
人
物
事
典
』
弁
護
士
篇
第
六
～
九
巻
、
ゆ
ま
に
書
房
、　
一
九
九
六
年
、
川
口
由
彦
編
著

『明
治

・
大
正
町
の
法
曹
―
但
馬
豊
岡
弁
護
士
馬
袋
鶴
之
助
の
日
々
』
、
法
政
大
学
現
代
法
研
究
所
、
二
〇
〇

一
年
、
等
。

都
道
府
県
弁
護
士
会
史
と
し
て
、
静
岡
県
弁
護
士
会
編

『静
岡
県
弁
護
士
会
史
』
静
岡
県
弁
護
士
会
、　
一
九
八
四
年
、
広
島
弁
護
士
会
編

『広

島
弁
護
士
会
史
』
広
島
弁
護
士
会
、　
一
九
八
六
年
、
大
阪
府
弁
護
士
会
編

『大
阪
府
弁
護
士
会
史
』
大
阪
府
弁
護
士
会
、　
一
九
八
九
年
、
名
古
屋

弁
護
士
会
編

『名
古
屋
弁
護
士
会
史

（戦
前
編
と

名
古
屋
弁
護
士
会
、　
一
九
九
二
年
、
等
。

準
法
曹
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
、
日
本
司
法
書
士
会
連
合
会
編

『日
本
司
法
書
士
史
―

明
治

・
大
正

・
昭
和
』
ぎ
ょ
う
せ
い
、　
一
九
八
一
年
、

埼
玉
訴
訟
研
究
会
編

『司
法
書
士
と
登
記
業
務
―
―
い
わ
ゆ
る
登
記
職
域
訴
訟
を
め
ぐ
っ
て
』
民
事
法
研
究
会
、　
一
九
九

一
年
、
東
京
司
法
書
士
会

会
史
編
纂
室
編

『東
京
司
法
書
士
会
史
』
上
巻
、
東
京
司
法
書
士
会
、　
一
九
九
八
年
、
等
。

研
究

・
論
文
と
し
て
は
、
村
上

一
博

「近
代
日
本
の
在
野
法
曹
と
そ
の
評
伝
」
「
日
本
法
曹
界
人
物
事
典
』
別
巻
、
ゆ
ま
に
書
房
、　
一
九
九
六

年
、
所
収
）
、
村
上

一
博
「近
代
的
代
言
人
の
登
場
丁
―
児
玉
淳

一
郎
と
中
定
勝
―
止

（『法
律
論
叢
』第
七
〇
巻
二
、
三
号
、
一
九
九
七
年

一
一
月
）、

高
橋
良
彰

「取
引
社
会
と
紛
争
解
決
」
、
水
林
彪
他
編

『法
社
会
史
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇

一
年
、
四
八

一
頁
以
下
、
拙
稿

「弁
護
士
鈴
木
信
雄

と
近
代
地
域
社
会
」
０
～
（４

ｏ
完
）、
『法
政
研
究

（静
岡
大
学
こ

第
五
巻
三
ｏ
四
号
、
第
六
巻

一
号
、
三
・
四
号
、
第
八
巻

〓
号
、
二
〇
〇

一

年
二
月
～
二
〇
〇
三
年

一
〇
月
、
等
。

角
田
幸
吉

「日
本
弁
護
士
史
講
義
案
―

′
―
、狐
言
人
時
代
以
前
―
止
、
東
京
弁
護
士
会
編

『弁
護
士
史
』
東
京
弁
護
士
会
、　
一
九
二
九
年
、
二
九
～
四

〇
頁
。

瀧
川
政
次
郎

「日
本
弁
護
士
史
概
説
」
、
同

『公
事
師

・
公
事
宿
の
研
究
』
赤
坂
書
店
、　
一
九
八
四
年
、
五
九
頁
。

郷
宿
・
代
人
・
代
言
人
―

日
本
弁
護
士
史
の
再
検
討
（Ｉ
Ｔ
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
一
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（二
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〇
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一
〓
一

近
世
の
公
事
宿
に
つ
い
て
は
、
瀧
川

ｏ
前
掲
書
の
ほ
か
、
高
橋
敏

『江
戸
の
訴
訟
』
岩
波
書
店
、　
一
九
九
六
年
、
竹
末
広
美

『日
光
の
司
法

・
御

仕
置
と
公
事
宿
』
随
想
舎
、
二
〇
〇

一
年
、
等
を
参
照
。
な
お
、
建
築
物
と
し
て
現
存
す
る
郷
宿
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。
郷
宿
田
儀
屋
（島

根
県
指
定
文
化
財
、
島
根
県
大
森
町
）
〓
一●
ミ̈
電
ヨ
ζ
・一■

，
日
”̈
ぃＦ
Ｒ
・ピ
＼̈
〓
多
い●
＼”
●̈
圏
●
＼Ч
“
０
９
〓
ヨ
中、
中
仙
道
柏
原
宿
郷
宿
跡
　
Ｆ
けｏ
】ミ

■
■
■
・
“
日
ド
〓
■
９
●
ρ
一●
＼Ｏ
ｏ
∞
ω卜
ω
＼●
００
＼お
Ｎ
ＯＯω口

，
一日
【

吉
田
正
志

「明
治
初
年
の
あ
る
代
書

・
代
言
人
の
日
誌
―
ム
出
堺
日
誌

ｏ
第
二
号
』
の
紹
介
―
上
、
服
藤
弘
司
先
生
傘
寿
記
念
論
文
集
刊
行
会
編

『日
本
法
制
史
論
纂
―
―
紛
争
処
理
と
統
治
シ
ス
テ
ム
ー
上

創
文
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
四
一
九
～
五
四
四
頁
。
近
年
の
研
究
動
向
に
つ
い
て
も
詳

し
い
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
以
下
に
お
け
る
本
書
か
ら
の
引
用
は
、
本
文
中
に
頁
数
の
み
を
注
記
し
た
。

『明
治
維
新
当
時
の
静
岡

〈静
岡
市
史
編
纂
資
料
第
四
巻
こ

静
岡
市
役
所
、　
一
九
二
七
年
、
二
一
一
頁
。

弘
化
四
年
七
月

「為
取
替
議
定

一
札
之
事
」
（水
産
庁
中
央
水
産
研
究
所
所
蔵
瀧
口
家
文
書
、
『焼
津
市
史
』
資
料
編
三
・
近
世
、
焼
津
市
、
二
〇

〇
二
年
、
六
〇

一
頁
以
下
、
所
収
）。

『静
岡
県
史
』
資
料
編

一
六

・
近
現
代

一
、
静
岡
県
、　
一
九
八
九
年
、
九
二
頁
。

清
水
実
編
著

「蓮
花
寺
池

一
件
手
続
書
」
（静
岡
県
立
藤
枝
北
高
等
学
校
自
橿
祭
Ｐ
Ｔ
Ａ
展
、　
一
九
八
六
年

一
一
月
）。

『静
岡
県
史
』
資
料
編

一
六

・
近
現
代

一
、
九
二
頁
。
な
お
、
資
料
の
引
用
に
当
た
っ
て
は
、
適
宜
、
句
読
点
等
を
付
し
た
。
以
下
同
じ
。

神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
所
蔵

「御
用
留
」
（城
之
腰
村
）。

神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
所
蔵

「御
用
留
」
（城
之
腰
村
）。

本
資
料
と
同
内
容
の
も
の
が
、
『静
岡
県
史
』
資
料
編

一
六
・近
現
代

一
、　
三
二
四
頁
、
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
両
者
の
文
面
に
は
若
干
の
異
同

が
あ
る
。
『静
岡
県
史
』
掲
載
資
料
と
比
較
す
る
と
、
本
資
料
に
は
、
本
文
中
に
〔　
　
〕
で
示
し
た
部
分
の
欠
落
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、

日
光
県

（明
治
二
年
二
月
設
置
）
で
は
、
「日
光
町
郷
宿
八
軒
」、
「石
橋
宿
郷
宿
十
八
軒
」
を
指
定
す
る
と
と
も
に
、
「腰
掛
規
則
」
が
定
め
ら
れ
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た
と
い
う

（前
掲

・
竹
末
広
美

『日
光
の
司
法

・
御
仕
置
と
公
事
宿
』

一
五
四
頁
）。

槙
田
弥
男
家
所
蔵
文
書
。

『静
岡
県
史
』
資
料
編

一
六

・
近
現
代

一
、　
三
二
七
頁
。

焼
津
市
立
図
書
館
所
蔵
大
覚
寺
下
村
関
係
文
書
。

静
岡
県
榛
原
郡
中
川
根
町
の
勝
山
庄
司
家
で
所
蔵
さ
れ
て
き
た

「
〔第
六
大
区
十
二
小
区
扱
所
〕
日
記
」
は
、
明
治
七
年

一
〇
月
か
ら
明
治
九
年

一

二
月
ま
で
間
に
記
載
さ
れ
た
小
区
扱
所
の
公
務
日
誌
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
記
録
者
の
意
見
や
感
想
を
交
え
ず
、
簡
潔
明
瞭
な
文
章
で
淡
々
と
事
実

を
記
録
し
て
い
る
が
、
読
む
者
に
き
わ
め
て
豊
か
で
興
味
深
い
歴
史
的
事
実
を
示
し
て
く
れ
る
。
残
念
な
が
ら
す
で
に
原
本
は
焼
失
し
て
し
ま
っ

た
が
、
幸
い
に
も
複
写
が
残
さ
れ
て
い
る

（複
写
資
料
は
静
岡
県
歴
史
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
）
。

一
八
七
四

（明
治
七
）
年

一
月
八
日

「田
地
代
金
並
作
徳
米
金
滞

一
件
済
口
答
」
（焼
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
大
村
新
田
関
係
文
書
）。

拙
稿

「静
岡
県
弁
護
士

・
代
言
人
人
名

一
覧
」
、
『静
岡
県
近
代
史
研
究
』
第
二
四
号
、　
一
九
九
八
年

一
〇
月
、
六

一
～
八
四
頁
、
参
照
。

代
人
の
根
拠
規
定
は
、　
一
八
七
三

（明
治
六
）
年
六
月

一
八
日
代
人
規
則

（太
政
官
第
二
一
五
号
布
告
）
で
あ
る
。
同
規
則
は
、
「何
人
二
限
ラ
ス

己
レ
ノ
名
義
ヲ
以
テ
其
事
ヲ
代
理
セ
シ
ム
ル
ノ
権
ア
ル
ヘ
シ
」
、
「代
人
ハ
心
術
正
実
ニ
シ
テ
二
十

一
歳
以
上
ノ
者
ヲ
撰
ム
ベ
シ
」、
「代
人
ハ
総
理

代
人

・
部
理
代
人
ノ
別
ア
リ
」、
「総
理
代
人
ハ
其
本
人
身
上
諸
般
ノ
事
務
ヲ
代
理
ス
ル
者
ニ
シ
テ
、
部
理
代
人
ハ
特
二
其
委
任
ス
ル
部
内
事
務
ヲ

代
理
ス
ル
フ
得
ル
者
ト
ス
」
、
「本
人
ヨ
リ
代
人
ヲ
任
シ
他
人
卜
契
約
取
引
等
ヲ
為
ン
ト
欲
ス
ル
時

ハ
必
ス
実
印
ヲ
押
シ
タ
ル
委
任
状
ヲ
与
フ
可

シ
」、
「委
任
状
ハ
総
理
代
人
又
ハ
部
理
代
人
タ
ル
事
及
ヒ
其
委
任
シ
タ
ル
権
限
ヲ
明
白
二
記
載
ス
ヘ
シ
」
な
ど
と
規
定
す
る
。

そ
の
後
、　
一
八
七
六

（明
治
九
）
年
四
月

一
〇
日
、
司
法
省
甲
第
四
号
布
達
に
よ
り
、
①

一
般
人
民
の
一雇
人
は
、　
一
〇
カ
月
以
上
継
続
し
て
雇

い
置
い
た
者
に
限
り
、
「至
親
」
同
様
に
代
人
と
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
②
す
べ
て
代
人
並
び
に
代
言
人
を
出
す
場
合
に
は
、
委
任
状
を
渡
し
、
ま

た
は
訴
状
に
奥
書
を
な
す
べ
き
こ
と
が
達
せ
ら
れ
た
。

郷
宿
・
代
人
・
代
言
人
―

日
本
弁
護
士
史
の
再
検
討
（Ｉ
Ｙ
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〓
二
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法
政
研
究
八
巻
二
号

（二
〇
〇
三
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一四

焼
津
市
立
図
書
館
所
蔵
大
覚
寺
下
村
関
係
文
書
。

前
掲

・
拙
稿

「静
岡
県
代
言
人

・
弁
護
士
人
名

一
覧
」
七
四
頁
。

一
八
七
三

（明
治
六
）
年
七
月

一
七
日
に
公
布
さ
れ
た

「訴
答
文
例
並
付
録
」
（太
政
官
第
二
四
七
号
布
告
）
は
、
そ
の
第
二
二
条
第
二
項
に
お
い

て
、
「訴
訟
中
原
告
人
又
ハ
代
言
人
ノ
疾
病
事
故
二
因
テ
仮
リ
ノ
代
言
人
ヲ
出
ス
時
ハ
、
原
告
人
又
ハ
代
言
ヨ
リ
仮
ノ
代
言
人
二
依
頼
ス
ル
ノ
証
書

ヲ
出
ス
可
シ
、
若
シ
証
書
ナ
ケ
レ
ハ
仮
リ
ノ
代
言
人
卜
為
ス
コ
ト
ヲ
許
サ
ス
」
と
定
め
て
い
る
。
本
文
中
に
い
わ
ゆ
る

「謝
絶
書
」
は
、
こ
の
規

定
に
基
づ
い
て
裁
判
所
へ
の
提
出
が
求
め
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

村
上

一
博
他
編

『日
本
法
曹
界
人
物
事
典
』
第
六
巻
、
ゆ
ま
に
書
房
、　
一
九
九
六
年
、
所
収
。

奥
平
昌
洪

『日
本
弁
護
士
史
』
巌
南
堂
書
店
、　
一
九

一
四
年
、
所
収
。

『静
岡
新
聞
』
第
二
七
三
号
、　
一
八
七
八
年
九
月
六
日
付
。

当
時
の
呼
出
状
の
一
例
を
紹
介
し
て
お
こ
う
（焼
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
旧
斉
藤
家
文
書
）。

（朱
書
）

「
ツ
始

執
第
十
八
号
」

益
津
郡
城
之
腰
村
盛
運
社
々
長

鈴
木
利
右
衛
門

右

ハ
狩
野
銀
蔵
ヨ
リ
係
ル
取
込
金
執
行
事
件
二
付
相
尋
義
有
之
候
条
来
ル
升
七
日
午
前
第
九
時
当
裁
判
所
へ
出
頭
可
致
者
也

明
治
十
七
年
二
月
升

一
日

静
岡
始
審
裁
判
所
国

と
こ
ろ
で
、
こ
の
呼
出
状
の
欄
外
に

「送
達
賃
金
二
十
銭
」
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
推
測
す
る
に
、
腰
掛
に
詰
め
て
い
た

「茶
番
」
は
、
裁
判

所
か
ら
呼
出
状
の
送
達
依
頼
を
受
け
、
当
事
者
に
そ
れ
を
送
り
届
け
た
と
き
に
、
送
達
先
か
ら
欄
外
記
載
の

「送
達
賃
金
三
十
銭
」
を
受
領
し
て
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い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
推
測
が
正
し
け
れ
ば
、
当
該
時
期
の
呼
出
状
の
送
達
費
用
は
、
江
戸
時
代
と
同
様
に
受
領
先
の
負
担
で
あ
っ

た
こ
と
に
な
る
。

『静
岡
新
聞
』
第

一
三
二
号
、　
一
八
七
七
年
五
月
二
日
付
。

『静
岡
新
聞
』
第
二
八

一
号
、　
一
八
七
八
年
二
月
八
日
付
。

『静
岡
新
聞
』
第
二
九

一
号
、　
一
八
七
八
年
三
月
二
八
日
付
。

『静
岡
新
聞
』
第
三
五
七
号
、　
一
八
七
八
年
八
月
九
日
付
）。

『静
岡
新
聞
』
第
二
六

一
号
、　
一
八
七
八
年
八
月

一
七
日
付
。

海
野
数
馬

『聞
也
荘
閑
話
』
政
教
社
、　
一
九
六
四
年
、　
一
頁
以
下
。
海
野
は
、
戦
前
、
静
岡
県
選
出
の
代
議
士

（政
友
会
）
と
し
て
活
躍
し
た
人

物
で
あ
る
。
郷
宿

・
袋
屋
は
海
野
の
実
家
で
あ
っ
た
。
。

Ｆ
薄
「
＼
＼
選
Ｊ
ａ
Ｆ

”
∽
”

，
・̈●
ｏ
ｒ

Ｏ
『
・
』。●
＼
バ
′
「
Ｎ
く
ｔＣ
同
∽
〇
ゝ
一いコ
ヽ
ρ
岩
∽
】〓
ユ
く

，
＼
ａ
ユ
Ч
ｏ
Ｆ

Ｆ
けヨ

ち
な
み
に
栃
木
県
で
は
、　
一
八
七
三

（明
治
六
）
年
、
郷
宿
は
完
全
に
消
滅
し
た
と
い
う

（前
掲

・
竹
末
広
美

『日
光
の
司
法

・
御
仕
置
と
公
事

宿
』

一
五
五
頁
）。

『静
岡
新
聞
』
第

一
三
四
号
、　
一
八
七
七
年
五
月
四
日
付
。

『静
岡
新
聞
』
第
四
八
五
号
、　
一
八
七
九
年

一
月
二
五
日
付
。

『静
岡
新
聞
』
第
四
九
六
号
、　
一
八
七
九
年
二
月
八
日
付
。

『静
岡
新
聞
』
第
六
〇
二
号
、　
一
八
七
九
年
六
月

一
九
日
付
。

『静
岡
新
聞
』
第
六
〇
四
号
、　
一
八
七
九
年
六
月
二
一
日
付
。

高
田
敬
義
は
、
京
都
寺
町
今
出
川
に
生
ま
れ
る
。
幼
少
よ
り
宇
田
淵
氏
に
就
き
教
育
を
受
け
る
。
明
治
五
年
東
京
に
出
て
、
安
井
息
軒
等
の
諸
大

郷
宿
・
代
人
・
代
言
人
―

日
本
弁
護
士
史
の
再
検
討
（Ｉ
Ｙ
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一五



（
４２
）

（
４３
）

法
政
研
究
八
巻
二
号

（二
〇
〇
三
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一六

家
の
門
に
遊
ぶ
。
九
年

一
一
月
静
岡
地
方
裁
判
所
創
設
に
際
し
、
司
法
省
書
記
を
命
ぜ
ら
れ
る
。　
一
一
年
二
月
代
言
人
試
験
に
合
格
。
同
年
七
月

同
志
と
と
も
に
代
言
結
社

「可
進
舎
」
を
設
立
。
同
社
は
本
社
を
静
岡
呉
服
町

一
丁
目
に
、
支
社
を
浜
松
伝
馬
町
に
置
き
、
東
京
の
間
天
社

ｏ
中

立
社
と
も
気
脈
を
通
じ
て
代
言
社
会
の
弊
風
矯
正
を
図
る
。

一
四
年

一
月
静
岡
代
言
人
組
合
会
長
と
な
る
。
同
年
六
月
代
言
継
続
願
を
失
し
、
代

言
人
資
格
消
滅
。　
一
五
年

一
月
代
言
人
免
許
を
再
取
得
。
同
年
再
び
代
言
人
組
合
会
長
に
推
薦
さ
れ
、
以
後
三
年
間
継
続
す
る
。　
一
九
年
静
岡
県

に
籍
を
転
ず
。
同
年
代
言
人
組
合
会
長
に
三
度
推
薦
さ
れ
、
以
後
三
年
間
継
続
す
る
。
三
二
年
大
同
派
に
加
盟
し
、
同
年
秋
静
岡
に
大
同
倶
楽
部

を
設
置
し
常
議
員
と
な
る
。
二
三
年
春
静
岡
市
会
議
員
に
当
選
。
同
年
有
志
家
の
推
薦
に
よ
り
第

一
区
衆
議
院
議
員
候
補
者
と
な
る
も
落
選
。
そ

の
後
、
立
憲
自
由
党
に
加
盟
。
静
岡
市
二
番
町
に
居
住
。
二
九
年
二
月
二
一
日
死
去
。
（前
掲
・
拙
稿

「静
岡
県
代
言
人
・
弁
護
士
人
名

一
覧
」
七

五
頁
。
）

若
林
好
徳
は
、
弘
化
二
年
生
ま
れ
。
明
治
二
年
小
島
奉
行
支
配
割
付
。
六
年
清
水
魚
町
で
漢
学
塾
を
開
く
。
同
年
庵
原
郡
辻
村
小
学
校
長
。
八
年

安
倍
郡
麻
機
南
村
聖
楽
寺
寄
留
。　
一
一
年
静
岡
で
代
言
人
免
許
を
取
得
。　
一
一
年
七
月
代
言
結
社

「可
進
舎
」
設
立
と
同
時
に
浜
松
支
舎
に
所
属

す
る
。　
〓

一年
六
月
退
舎
。
同
年
代
言
結
社

「渉
明
社
」
社
長
。　
〓
二
年
代
言
結
社

「靖
共
社
」
社
長
。
の
ち
沼
津
上
土
町
で
開
業
。
三
四
年
死

去
。
（前
掲

・
拙
稿

「静
岡
県
代
言
人

・
弁
護
士
人
名

一
覧
」
八
三
頁
。
）

畔
柳
時
行
は
、
弘
化
四
年

一
月
京
都
大
学
町
に
生
ま
れ
る
。
幼
名
譲
。
父
時
政
は
幕
府
の
小
吏
。
初
め
文
武
講
習
所
に
入
り
、
も
っ
ぱ
ら
漢
学
の

句
読
を
習
う
。
慶
応
三
年
遊
撃
隊
に
編
入
さ
れ
、
徳
川
慶
喜
の
大
阪
入
城
に
随
従
す
る
。
慶
応
四
年

一
月
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
に
参
戦
。
大
阪
城
に

敗
走
す
る
も
、
す
で
に
慶
喜
は
海
路
江
戸
城

へ
帰
還
し
て
い
た
た
め
、
再
び
京
都

へ
戻
る
。
同
地
で
身
柄
を
軍
務
官
に
拘
束
さ
れ
、
次
い
で
尾
張

藩
に
預
け
ら
れ
た
が
、
つ
い
に
罪
に
問
わ
れ
ず
放
免
さ
れ
る
。
旧
幕
臣
で
編
成
さ
れ
た
平
安
隊
に
編
入
。
明
治
二
年
東
京
に
出
て
、
大
学
博
士
頼

復
氏
の
間
に
入
り
、
も
っ
ぱ
ら
漢
籍
を
講
究
。
三
年
二
月
刑
部
省
出
仕
。
四
年
七
月
刑
部
省
廃
止

・
司
法
省
設
置
と
と
も
に
、
同
省
出
仕
。
廃
藩

置
県
後
、
広
島
県
に
転
任
、　
〓

一等
出
仕

・
聴
訟
課
長
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
七
年

一
二
月
司
法
省
九
等
出
仕
に
補
せ
ら
れ
、
山
梨
裁
判
所
に
在
勤
。



八
年
二
月
二
級
判
事
補
に
任
ぜ
ら
れ
、
静
岡
裁
判
所
に
転
勤
。　
一
一
年
静
岡
区
裁
判
所
長

・
判
事
補
を
辞
職
。
同
年
七
月
代
言
結
社

「可
進
舎
」

を
設
立
し

（本
舎
・
静
岡
市
呉
服
町

一
丁
目
、
支
舎
・
浜
松
駅
伝
馬
町
）、
自
ら

「仮
舎
長
」
と
な
る
。　
〓
二
年
代
言
人
規
則
改
正
に
よ
り
代
言
人

を
し
て
代
言
結
社
を
組
織
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
た
た
め
、
「可
進
舎
」
を
解
散
。
そ
の
後
東
京
に
行
き
、
同
年

一
二
月
東
京
で
代
言
人
免
許
を
取

得
、
東
京
代
言
人
組
合
に
入
る
。
（前
掲

ｏ
拙
稿

「静
岡
県
代
言
人

・
弁
護
士
人
名

一
覧
」
七

一
頁
。
）

（４４
）
深
浦
藤
太
郎
は
、
安
政
三
年
九
月
熊
本
県
熊
本
市
馨
取
坂
町
に
生
ま
れ
る
。
六
歳
か
ら
漢
籍
を
学
ぶ
。
明
治
九
年
熊
本
県
出
仕
。
の
ち
職
を
辞
し

て
東
京
に
出
る
。
士
官
学
校

へ
の
入
学
を
希
望
す
る
も
果
た
せ
ず
。　
一
〇
年
二
月
警
視
庁
に
禄
仕
。
同
年
二
月
西
南
戦
争
へ
の
従
軍
を
請
い
、
警

視
別
働
隊
に
入
る
。
同
年
八
月
復
員
後
、
文
武
学
校
の
助
教
と
な
り
、
漢
学
を
授
け
る
。　
一
一
年
四
月
警
視
鎮
撫
隊
に
属
し
、
再
び
西
南
戦
争
に

参
戦
。
出
京
の
途
次
、
静
岡
の
地
で
友
人
に
抑
留
さ
れ
、
当
地
で
代
言
結
社

「可
進
舎
」
に
入
舎
。　
〓
二
年
代
言
人
免
許
を
取
得
。
前
島
豊
太
郎
、

大
江
孝
之
ら
と
謀
り
、
静
陵
社
を
設
け
、
各
所
で
政
談
演
説
会
を
開
く
。　
一
四
年
掛
川
に
転
住
。　
一
八
年
再
び
静
岡
に
帰
り
、
馬
場
町
に
居
住
す

る
。
当
時
、
「刑
事
弁
護
の
如
き
若
し
貧
者
な
れ
は
則
ち
君
自
か
ら
為
に
費
用
を
弁
し
其
冤
柾
伸
ひ
無
罪
放
免
と
な
る
や
路
程
の
遠
近
に
随
ひ
旅
費

を
給
し
て
帰
途
に
就
じ
む
而
し
て
明
治
二
十
二
年
よ
り
二
十
三
年
に
至
る
僅
々
二
歳
の
間
君
の
弁
護
に
因
り
刑
事
被
告
人
の
無
罪
放
免
を
得
た

る
者
実
に
二
十
余
人
の
多
き
に
至
れ
り
」
亀
嶽
陽
名
士
伝
』
九
八
三
頁
）
と
評
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
三
二
年
判
事
に
任
ぜ
ら
れ
、
翌
年
検
事
に
転

じ
る
。
同
年
辞
職
し
て
再
び
弁
護
士
と
な
り
、
静
岡
市
馬
場
町
に
事
務
所
を
設
け
る
。
（前
掲
・
拙
稿

「静
岡
県
代
言
人
ｏ
弁
護
士
人
名

一
覧
」
七

九
頁
。
）

（４５
）
井
上
敬
二
郎
は
、
嘉
永
六
年
二
月
尾
張
国
春
日
井
郡
鍛
冶
ケ

一
色
に
生
ま
れ
る
。
祖
父
勇
三
は
名
古
屋
藩
に
仕
え
る
も
、
父
三
右
衛
門
は
士
籍
を

脱
し
て
帰
商
。
幼
年
よ
り
郷
師
に
就
き
学
業
を
修
め
、　
一
五
歳
で
京
都
に
赴
く
。
明
治
元
年
四
月
名
古
屋
藩
士
田
宮
如
雲
の
部
下
に
属
し
、
東
征

軍
に
加
わ
る
。
同
年
九
月
田
宮
如
雲
が
美
濃
国
太
田
駅
の
北
地
総
管
所
長
に
任
命
さ
れ
た
た
め
、
こ
れ
に
随
行
。
そ
の
後
、
病
気
の
た
め
除
隊
。

四
年
志
す
と
こ
ろ
あ
っ
て
各
地
を
遍
歴
。
五
年
五
月
大
阪
に
至
り
、
翌
年
五
月
大
阪
府
避
卒
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
七
年
八
月
辞
職
。
同
年

一
二
月
京

郷
宿
・
代
人
・
代
言
人
―

日
本
弁
護
士
史
の
再
検
討
（Ｉ
Ｔ
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一七



47  46
（
４８

）

法
政
研
究
八
巻
二
号

（二
〇
〇
三
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一八

都
府
士
族
鵜
飼
茂
承
と
謀
り
大
阪
府
下
で
詞
訟
代
言
業
を
始
め
る
。
九
年
大
阪
府
北
区
今
井
町
二
番
地
に
本
籍
を
移
し
、
も
っ
ぱ
ら
詞
訟
に
従
事

す
る

（た
だ
し
、
『日
本
弁
護
士
史
』
に
よ
れ
ば
、
九
年
当
時
に
お
い
て
代
言
人
免
許
を
取
得
し
て
い
た
の
は
鵜
飼
茂
承
だ
け
で
あ
る
）。　
〓

一年

富
山
県
新
川
郡
犬
島
村
豪
農
武
内
彦
市
よ
り
親
戚

一
同
に
対
す
る
暴
行
詐
欺
事
件
に
係
わ
る
。

〓
二
年
五
月
代
言
人
規
則
改
正
に
と
も
な
い
、
同

年
八
月
大
阪
裁
判
所
で
代
言
人
試
験
を
受
験
し
合
格
。
同
年

一
二
月
大
阪
代
言
人
組
合
に
加
入
。
こ
れ
以
後
、
東
京

ｏ
金
沢

・
富
山
等
の
代
言
人

組
合
の
組
合
員
あ
る
い
は
客
員
と
な
る
。　
一
七
年
二
月
菅
生
初
雄
、
服
部
猛
彦
ら
と
と
も
に
富
山
に
法
律
事
務
所

「伸
権
舎
」
を
設
立
す
る
。
し

か
し
、
富
山
代
言
人
組
合
所
属
の
代
言
人
か
ら
代
言
人
規
則
違
反
の
告
発
を
受
け
、
富
山
軽
罪
裁
判
所
で
六
カ
月
間
の
代
言
営
業
停
止
判
決
を
受

け
る
。
同
年
富
山
代
言
人
組
合
を
脱
し
、
再
び
大
阪
代
言
人
組
合
に
加
入
。
そ
の
後
、
富
山
県
新
川
郡
浦
山
村
と
同
郡
笠
破
村
外
ニ
ケ
村
の
間
で

起
こ
っ
た
山
地
区
域
故
障
解
除
請
求
訴
訟
の
上
告
審
の
た
め
数
力
月
間
東
京
に
滞
在
。
同
年

一
〇
月
静
岡
代
言
人
組
合
客
員
と
な
る
。

一
九
年
九

月
大
阪
代
言
人
組
合
を
脱
し
、
静
岡
代
言
人
組
合
に
加
入
。
三
二
年
六
月
静
岡
市
宮
ケ
崎
町
に
転
籍
し
、
翌
二
三
年
五
月
静
岡
市
七
間
町
に
共
益

社

（活
版
所
）
を
起
こ
す
。
の
ち
市
会
議
員
と
な
る
。
三
七
年
五
月

一
九
日
死
去
。
（前
掲
・
拙
稿

「静
岡
県
代
言
人
ｏ
弁
護
士
人
名

一
覧
」
六
七

頁
。
）

大
房
敬
家
文
書

「県
公
報
」。

元
老
院
議
官
渡
辺
清
「地
方
巡
察
報
告
書

一
」、
我
部
政
男
編
『明
治
十
五
年
明
治
十
六
年
地
方
巡
察
使
復
命
書
』
上
、
三

一
書
房
、　
一
九
八
〇
年
、

四
九
八
頁
。

当
時
、
代
人
規
則
に
基
づ
き
総
理
代
人
を
選
任
し
た
場
合
に
は
、
新
聞
広
告
に
よ
っ
て
公
示
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
左
の
通
り

で
あ
る
。

①

『静
岡
新
聞
』
第
五
二
三
号
、　
一
八
七
九
年
二
月

一
六
日
付

静
岡
県
第
五
大
区
壱
小
区
安
倍
郡
井
ノ
宮
村
平
民
山
田
春
吉
惣
理
代
人



同
県
第
四
大
区
五
小
区
静
岡
江
尻
町
寄
留
平
民
　
　
　
　
　
　
　
　
志
村
祐
吉

今
般
拙
者
山
田
春
吉
惣
理
代
被
及
依
頼
候
間
此
段
広
告
仕
候
也

明
治
十
二
年
二
月
十
三
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右

志
村
祐
吉

②

『静
岡
新
聞
』
第
五
五
八
号
、　
一
八
七
九
年
四
月
二
九
日
付

総
理
委
任
証

拙
者
多
病
二
付
実
弟
清
水
寛
七
ヲ
以
テ
総
理
代
人
卜
相
定
メ
拙
者
名
義
ヲ
以
テ
百
事
委
任
ス

公
用
其
他
村
町
用
家
事
向
百
事
右
委
任
ノ
証
如
件

静
岡
県
駿
河
国
志
太
郡
玉
取
村
八
拾
四
番
地
平
民

明
治
十
二
年
四
月
升
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勝
山
鉄
五
郎
　
印

（４９
）
部
理
代
人
の
委
任
状
の
一
例
と
し
て
、
左
の
資
料
を
挙
げ
て
お
こ
う

（焼
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
旧
斉
藤
家
文
書
）。

委
任
状
之
事

一
拙
者
事
故
有
之
斉
藤
清
左
衛
門
ヲ
以
部
理
代
人
卜
致
シ
左
之
権
限
ノ
事
ヲ
代
理
委
任
候
事

一
拙
者
先
代
永
田
孫
兵
衛
及
斉
藤
清
左
衛
門
両
名
ヨ
リ
藤
枝
宿
旧
左
車
町
平
民
宇
野
鉄
蔵
工
貸
金
返
済
期
限
延
滞
二
付
貸
金
証
書
面
二
基
キ
抵
当

物
引
渡
シ
方
請
求
及
該
件
二
係
ル
取
計
ヒ
向
悉
皆

右
委
任
致
候
事

静
岡
県
下
駿
河
国
志
太
郡
道
悦
島
村
平
民
永
田
孫
兵
衛
相
続
人

明
治
十
八
年
二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水ヽ
田
惣
太
郎

郷
宿
・
代
人
・
代
言
人
―

日
本
弁
護
士
史
の
再
検
討
（Ｉ
Ｙ
Ｉ

一
二
九
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究
八
巻
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（二
〇
〇
三
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
一〇

塩
沢
義
郎
家
文
書
、
拙
稿

「資
料
紹
介
・浜
当
日
村
永
小
作
地
訴
訟
関
係
資
料
」
『焼
津
市
史
研
究
』
創
刊
号
、
二
〇
〇
〇
年
二
月
、
五
二
～
五
三

頁
、
参
照
。

東
京
府
南
豊
島
郡
に
住
所
を
持
つ
下
條
和
な
る
人
物
は
、　
一
八
八
四

（明
治

一
七
）
年

一
月
二
六
日
判
決
言
渡
の
事
件
で
上
告
人
吉
田
義
久

（山

梨
県
西
山
梨
郡
相
川
村
）
の
代
人
を
務
め
て
い
る

翁
大
審
院
民
事
判
決
録
』
（明
治

一
七
年
自

一
月
至
二
月
、
三
七
頁
）。
さ
ら
に
、
同
年
二
月

一

三
日
判
決
言
渡
の
事
件
で
も
、
上
告
人
小
林
茂
平

（山
梨
県
北
巨
摩
郡
）
の
代
人
を
務
め
て
い
る

（同

一
八
八
頁
）
。

一
八
八
四

（明
治

一
七
）
年
二
月
二
日
判
決
言
渡
の
事
件
で
上
告
人
森
山
逸
八
郎

（新
潟
県
中
頸
城
郡
）
の
代
人
を
務
め
た
渡
辺
藤
吉

（新
潟
県

中
頸
城
郡
）
は
、
新
潟
始
審
裁
判
所
高
田
支
庁
で
行
わ
れ
た
控
訴
審
に
お
い
て
代
人
と
し
て
の
活
動
を
差
し
止
め
ら
れ
た
が
、
再
び
大
審
院
の
法

廷
に
立
っ
て
い
る

（『大
審
院
民
事
判
決
録
』
（明
治

一
七
年
自

一
月
至
二
月
、
三
八
二
頁
）。

我
部
政
男
編

『明
治
十
五
年
明
治
十
六
年
地
方
巡
察
使
復
命
書
』
上

・
下
、
三

一
書
房
、　
一
九
八
〇
年
、　
一
九
八

一
年
。

前
掲

『地
方
巡
察
使
復
命
書
』
上
、
四
五
五
頁
以
下
。



郷
宿

ｏ
代
人

・
代
言
人
―

日
本
弁
護
士
史
の
再
検
討
（Ｉ
Ｙ
Ｉ

一
二
〓

【表 1】 日本弁護士史略年表
明治 5年

(1872)

8/3司法職務定制 (太政官
*第 10章「証書人 0代書人・代言人」の職制を定める。
証書人=「田畑家屋等不動産ノ売買貸借及生存中所持物ヲ人二贈与

スル約定書二奥印」
代書人=「各人民ノ訴状ヲ調成」、代言人=「 〔本人〕二代り其訴ノ事

情 フ陳述」
*司法省裁判所 (聴訟・断獄の 2課を置 く)、 (出張裁判所)、 府県裁
判所、区裁判所を置 く。

1873年

(明治 6)
判事務見聞を差 し

4/28爾来、郵便等による訴状差出の節は一切取 り上げず焼却すべ
き旨を達す (司法省)

6/18代人規則 (太政官第215号布告)          ~
*「何人二限ラス己レノ名義ヲ以テ其事ヲ代理セシムルノ権アルヘシ」
*「代人ハ心術正実ニシテ二十一歳以上ノ者ヲ撰ムベシ」
*「代人ハ総理代人部理代人ノ別アリ総理代人ハ其本人身上諸般ノ

事務ヲ代理スル者ニシテ部理代人ハ特二其委任スル部内事務ヲ
代理スルヲ得ル者 トス」

*「本人ヨリ代人ヲ任シ他人 卜契約取引等ヲ為ント欲スル時ハ必ス
実印ヲ押シタル委任状ヲ与フ可シ」

*「委任状ハ総理代人又ハ部理代人タル事及ヒ其委任シタル権限ヲ
明白二記載スヘシ」

7/17訴答文例並付録 (太政官第247号布告)

第 3条「原告人訴状ヲ作ルハ必ス代書人フ撰ミ代書セシメ自ラ書ス
ルコトヲ得ス」
第30条「原告人ノ情願二因テ代言人ヲシテ代言セシムルコトヲ許ス…」
第32条第 1項「訴訟二関係スル書類ハ (略)原告人ノ撰ヒタル代書人
ヲシテ代書セシメ…」
第32条第 3項「訴訟中原告人又ハ代言人ノ疾病事故二因テ仮 リノ代
言人ヲ出ス時ハ原告人又ハ代言ヨリ仮ノ代言人二依頼スルノ証書
ノ出不可シ若シ証書ナケレハ仮リノ代言人 卜為スコトフ許サス」

1874年 7/14訴答文例改正 《代書人用方改定》ひJ曜響靭要踊選)
「代書人ヲ撰 ミ代書セシムル共又ハ代書人ヲ用ヒスシテ自書スル
共総テ本人ノ情願二任ス」

1876生 F 2/22代言人規則 (司法省甲第 1号布達)      ~ ~~~
*代言人試験に合格した者に代言人免許を与える(免許代言人制度)。

*代言人は「訟庭二於テ其訴答往復書中ノ趣意ヲ弁明シ裁判官ノ間
二答フル者 トス」(第 8条 )

*来る4月 1日以後に代言人がおらず、かつ本人が疾病・事故など
のやむを得ない場合には、その至親 (父子兄弟叔姪)が本人に代
わることができる。もし至親がいない場合には、区戸長の証書を

_生2■担当2菫△重」墜させることができる (布達但書)。



1876年 4/10司 法省甲第 4号布達
*一般人民の雇人は、10カ 月以上継続して雇い置いた者に限り、「至

親」同様に代人となすことができる。

*すべて代人並びに代言人を出す場合には委任状を渡し、または訴

状に奥書をなすべし。                __
1880生F 5/13代言人規則改正 (司法省甲第 1号布達)

*代言人試験は毎年 2回司法省から各地方検事に問題を送 り試験

を行なう。

5/13代言人規則改正二付詞訟代人心得方 (司法省甲第 2号布達)

*原被告または引合人等が疾病・事故のために法廷に出頭できない

場合、または免許代言人がいなかったり、または免許代言人に代

言を委任するのが困難な事情がある場合には、区戸長の公証を

もって親属または相当の者を代人とすることができる。しかし、

その代人たる者は、一事件を限り受任しなければならない。もし

二件以上を受任し、または詞訟を教唆し私利を営む等のことがあ

る場合には、裁判官は直ちにその代人を停止しなければならなvヒ

1881lF 12/2大審院、諸裁判所所属代言人規則を定む

1882生
「

1/1治罪法施行 (免許代言人による刑事弁護開始)

1/9裁判所所属代言人のいない場所では、

なくても刑の言渡を無効としない。

当分の内、弁護人を用い

1883生「 5/24義務ノ証書二付代入ヲ相手取出訴スル者取扱方 (司法省丁第

18譴 )

18844「 1/24詞訟代人心得方改正 (太政官第 1号布達)

*「詞訟又ハ勧解二付己ムヲ得ス代人ヲ出サントスル者ハ親属又ハ

相当ノ者ヲ撰ミ管轄裁判所ノ許可ヲ受ク可シ但代人タル者同時

二二人以上ヨリニ件以上ヲ受任シ其他不適当ノ所為アリト認ム

ル時ハ裁判所二於テ之ヲ差止ムルコトアル可シ」

1886生
「

8/13公証人規則 (法律第2号 )

1890生
「

2/8裁判所構成法 (法律第 6号、11月 1日 施行)

3/27民事訴訟法 (法律第29号、1891年 1月 1日施行)

3/1執達吏登用規則

1893盗F 3/3弁護士法 (法律第 7号、いわゆる旧々弁護士法)

第 1条「弁護士ハ当事者ノ委任ヲ受ケ又ハ裁判所ノ命令二従ヒ通常

裁判所二於テ法律二定メタル職務ヲ行フモノトス」

1898年 6/21民法施行法 (法律第11号、同法第 9条により代人規則廃止)

6/21非訟事件手続法 (法律第14号)

第 6条第 1項「事件ノ関係人訴訟能力者ヲシテ代理セシムルコトヲ

得但自身出頭ヲ命セランタルトキハ此限二在ラス」

第 6条第 2項「裁判所ハ弁護士二非スシテ代理ヲ営業 トスル者二退

斥ヲ命スルコトヲ得此命令二対シテハ不服ヲ申立′ビ
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1913年 4/5裁判所構成法改正 (法律第 6号)      ~~~
*区裁判所の民事管轄を200円から500円 に、刑事管轄を有期懲役若
しくは禁錮又は罰金に当たる罪にまで拡張。

*上告はすべて大審院管轄とし、裁判所の構成員たる判事を大審院
5人、控訴院 3人 とする。

*司法大臣は、裁判事務上必要なる時は、控訴院又は大審院の決議
により判事に転所を命ずることができる。

4/5裁判所廃止及名称変更二関スル件 (法律第 8号 )

*区裁判所120余箇所 (全区裁判所数の約 4割)を廃止。静岡県内で
は、藤枝、吉原、掛川各区裁判所廃止。

1915年 6/17大審院判決 〔裁判外における債権の取立は弁護士の職務範囲
に属しない〕

1919名
「

4/9司法代書人法 (法律第48号 )

第 9条「司法代書人ハ其ノ業務ノ範囲ヲを超エテ他人間ノ訴訟其ノ
他ノ事件二関与スルコトヲ得ス」

人法施行細則 (司法省令第 9号 )

1920年 11/25行政代書人規則 (内務省令第40号 )

1926年 J/10「暴力行為等処罰F関スル法律」(法律第60号 )

4/24改正民事訴訟法 (法律第61号 )

法中改正法律施行令 (法律第62号 )

19334「 4/28弁護士法 (法律第53号、いわゆる旧弁護士法)

第 1条「弁護士ハ当事者其ノ他ノ関係人ノ委嘱又ハ官公庁ノ選任ニ

因り訴訟二関スル行為其ノ他一般ノ法律事務ヲ行フコトフ職務 トス」
4/28「法律事務取扱ノ取締二関スル法律」 (法律第54号 )

第 1条「弁護士二非ザル者ハ報酬ヲ得ルロ的ヲ以テ他人間ノ訴訟事
件二関シ又ハ他人間ノ非訟事件ノ紛議二関シテ鑑定、代理、仲裁若
ハ和解ヲ為シ又ハ此等ノ周旋ヲ為スヲ業 トスルコトヲ得ズ但シ正
当ノ業務二付随シテ為ス場合ハ此ノ限二在ラズ」
第 2条「何人ヲ問ハズ他人ノ権利ヲ譲受ケ訴訟其ノ他ノ手段二依リ
其ノ権利ノ実行ヲ為スコトヲ業 トスルコトヲ得ズ」

1935生F 4/2弁護士法改正 (法律第34号 )

4/2司法代書人法中司法代書人を司法書士と改むる件 (法律第 6巧
4/9司法代書人法施行細則中司法代書人を司法書士と改称 (司法省
令第20号 )

1936準
「 2/7弁護士試補実務修習規則 (司法省令第25

呻 十試補考試規則 (司

194941 6/10弁護士法 (法律第205号)   ~
第 3条第 1項「弁護士は、当事者その他関係人の依頼又は官公署の
委嘱によって、訴訟事件、非訟事件及訴願、審査の請求、異議の申
立等行政庁に対する不服申立事件に関する行為その他一般の法律
事務を行なうことを職務とする。」
8/31弁護士会登記令 (政令第321号 )



19501「 5/22司法書士法 (法律第197号 )

20014「 6/8弁護士法改正(法律第41号、2002年 4月 1日施行)

注)『法令全書』により作成。
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【表 2】 静岡県における裁判所制度の確立

年 次 項
1事

明治 5年
(1872)

卿 県裁判所の設置を定める (司法職務定制)2

8/12足柄に裁判所を置く
8/25足柄裁判所管内に韮山区裁判所を置く
10/27静岡、浜松に裁判所を置く (開庁に至らず中止)

1873年 6/14静岡県、避卒取締規則・取締規則・選卒自守規則を定め、管内
6カ所に屯所設置3

1875名F 等
18764「 3/17韮山裁判所を田方区裁判所 (足扁裁判所管内)と 改称

4/1足柄裁判所支庁を韮山に置く
5/3足柄裁判所を廃止
5/9旧足柄裁判所の事務で伊豆国に関わるものは静岡県に属す
9/13府県裁判所を廃し、静岡に地方裁判所を置くことを定める(静

岡・山梨両県を管轄)

10/27静 岡裁判所管内に甲府支庁、静岡・浜松・韮山、甲府・谷村
(甲斐国)の 5区裁判所設置

J/1Q五等判事中島錫胤を静岡裁判;う

「
裏1こ1≡面:π～明治14年 1月 29日 )

12/9浜松区裁判所開庁、事務取扱
所轄は遠江国山名・周智・豊田・磐田・長上・敷智・引佐・角玉・
浜名の9郡 〔残り遠江国佐野郡・城東郡・榛原郡の3郡は静岡区裁
判所の管轄〕4

12/12静岡裁判所管内韮山区裁判所を
所を置く

1877生F 属7島裁判事務を東京裁判所に属デ

lg:          1lI[[i[よ]:it:[:[F
休暇日でも訴状提出できる。

②午前 9時に召喚された者がその時間を過ぎた場合、午後 3時まで
に参行した者は「遅参」とし、午後 3時後に至る者は「不参」と
する。

③延期願の日が満ちた場合、原被両者が参行すべき時間は満了日当
日午前10時を限りとする。遅参・不参は前条に同じ。

(魏鱚稚端詩F隊鷲1脇樹
|

所管内浜松区裁判所を政め皮万セする
1878盗F 6/14童□裁判所、新築庁舎に移転〔翌15日 より開庁、事務取扱開始〕6

6/17県令大迫貞清、静岡区裁判所新築落成につき、判事補畔柳時行
を所長にf命 (静岡県甲第84号 )7



1879年 10/1静岡裁判所管内に掛川区裁判所を置く

1880年 7/15静岡代言人組合設立(静岡7名、浜松4名、沼津1名、掛川 1

名、合計13名 )

18814「 1/30松岡康孝を静岡裁判所長に任命

5/17静岡はじめ13裁判所に検事を置く
10/6各裁判所の位置及び管轄区画を改正〔地方裁判所を始審裁判所、

区裁判所を治安裁判所と改称、支庁を廃止、1882年 1月 1日施行〕

大審院―東京控訴裁判所

(駿東・富士・君沢・田方 0賀茂一部)

(城東・佐野・榛原)

12/28重罪裁判所管轄区画を定む 〔静岡重罪裁判所は静岡・浜松両

始審裁判所管轄〕
1882生F 1/10静岡治安裁判所長 〔津田峻徳判事補〕、沼津治安裁判所長 〔油

川信近判事補〕、下田治安裁判所長 〔井上謙吉判事補〕を任命 (静岡

県甲駿豆第1号 )8

9/25静岡始審裁判所に静岡重罪裁判所〔所長荒木博臣判事〕を開庁9

1883生F 1/10各裁判所の位置及び管轄区画を改定 〔浜松始審裁判所を静岡

始審裁判所浜松支庁とする〕(司法省第2号布告)

1884準「 9/15沼津治安裁判所長〔佐藤直信判事補〕、掛川治安裁判所長〔厚

芝唯一判事補〕、浜松治安裁判所長〔下田泰岳判事補〕を任命 (静岡

県告第192号 )10

12/27「大審院裁判所判事検事以下定員及ヒ俸給ヲ定ム」

(司法省号外達)

静岡始審裁判所

に 」[]」]:孟 :|)]]骨 i 炉曇 ||浜松支庁
ろはni抒∫

)到

デlデ l;

1885生F 10/15静 岡始審裁判所・静岡治安裁判所昇降時間改定 〔10月 16日 よ

り午前9時昇庁午後3時退庁〕(静岡県告駿豆第 1号 )11
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1889年 110/19治安裁判所出張所位置及び管轄区域表を定める〔従前の登記

所は治安裁判所開庁前日をもって廃止〕

明治 5年までを旧暦で記載し、明治 6年以降は太陽暦を使用した。

以下、とくに注記しない場合は、『司法沿革誌』、『法令全書』による。

焼津市立図書館所蔵方ノ上村関係文書「御用留」。
『重新静岡新聞』第65号、1876年 12月 9日 付。
『静岡新聞』第121号、1877年 4月 8日 付。
『静岡新聞』第328号、1878年 6月 12日付。
『静岡新聞』第334号、1878年 6月 24日 付。

大房敬家文書「県公報」。

大房敬家文書「県公報」。

山本英子家文書「県公報」。

山本英子家文書「県公報」。
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三
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【表 3】 代言人・代人の訴訟代理
判決年月 日 裁 判 所 原 被 出 典
1877.4.27 沼津区裁判所 代人内田新吾 ○ 静岡新聞77.5.2
1877.4.27 (静岡裁判所) 代人横山伴一 代人斉藤宗平 静岡新聞77.6.20
1877.4.27 (静岡裁判所) 代人前田嘉七郎 ○ 静岡新聞77.7.30
1878。 2.28 東京上等裁判所 ○ 総代人古屋典義 静岡新聞78.3.16
1878.3.25 沼津区裁判所 代人武田松之介 代人渡辺高右衛門 静岡新聞78.4.4
1878.4。 13 沼津区裁判所 代人武田松之介 ○ 静岡新聞78.4.24
1878.5.6 沼津区裁判所 ○ ○ 静岡新聞78.5.15
1878.5.28 東京上等裁判所 代言人前島豊太郎 総理代人大橋蔵人 静岡新聞78.6.2
1878.6。 13 大 審 院 代人谷口竹治郎 (大橋蔵人) 静岡新聞78.6.24
1878.6.15 (静岡裁判所 ) 代人飯塚九左衛門 ○ 静岡新聞78.6.28

1878.6.27
(静岡裁判所) 代人秋田政福 代人水谷亥之輔 静岡新聞78.7.6
(静岡裁判所 ) 代人都筑 興 代人水谷亥之輔 静岡新聞78,7.22

1878.7.30 (静岡裁判所) 代人柴田敦正 代人多賀周助 静岡新聞78.8.9
1878.8.21 (静岡裁判所 ) 代人千葉安治郎 ○ 静岡新聞78.8.29
1878。 9.28 東京上等裁判所 代人鮨亮平外 1名 代人渡辺高右衛門 静岡新聞78.10.3

1878.10。 25 東京上等裁判所 代言人松田秀雄 部理代人布施譲 静岡新聞78.11.28

1878.11.25 東京上等裁判所 代人多賀周介 代人保野誠之助 静岡新聞78.12.6

1878。 11.28 東京上等裁判所 ○ 代言人鴨志田直 静岡新聞78.12.15

1879。  1.19 静岡区裁判所 代人飯塚九左衛門 不 明 静岡新聞79.1.28

1879.2.24
東京上等裁判所 代言人鴨志田直 代言人上島重威 静岡新聞79.3.4
静岡区裁判所 ○ 代人大石幸吉 静岡新聞79。 4。 29

1879.5。 31 沼津区裁判所 代人樋口信俊 代人武田松之助 静岡新聞79.6.6
1879.6.17 (静岡裁判所) 代言人高田敬義 代人八木栄造 静岡新聞79。 6.20

・法
政
研
究
八
巻
二
号

（二
〇
〇
三
年
）

(注 1)表中の○は、原告または被告本人が出廷していることを示す。
(注 2)「裁判所」欄の (静岡裁判所)は推定であることを示す。
(注 3)静岡県で開業した代言人の中で経歴の判明する者は以下の通りである。
■前島豊太郎は、天保 6年 7月 5日駿河国有度郡古庄村に生まれる。明治 5年 1月 第44区

戸長を命ぜられるも、戸長職を藩士鈴木にゆずり、副戸長となる。1873(明治 6)年 8月神
道大成教々会支社長。10月静岡県15等出仕。74年 2月出仕を免ぜられると同時に、東京遊成
教々会支社長。10月静岡県15等出仕。74年 2月出仕を免ぜられると同時に、東京遊学。76年

代言人規則の頒布にともない代言人試験を受験・合格。同年 7月 東京裁判所所属代言人となる。
77年静岡呉服町 4丁目に代言結社「択善社」開設 (80年 5月解散)。 78年10月静岡県会議員に
当選するも辞退.80年 8月県会議員となる。81年10月新聞社「攪眠社」を設立し、『東海暁鐘
新報』を創刊。81年12月静岡地方裁判所は譲謗律違反事件で禁獄 3年の刑を言渡す。82年 3

月上告棄却により下乳 85年 2月仮出札 89年 2月憲法発布と同時に大赦令が出るや、静岡
地方裁判所検事石川重玄に代言復業を請願。同年8月 1日 より代言人資格を回復し、静岡代言
人組合に入る。90年静岡代言人組合長となる。同年7月衆議院議員選挙に立候補するも落選。
1900年 3月 13日死去。前掲拙稿「静岡県代言人・弁護士人名一覧」80頁。
■高田敬義については、本文油0参照。
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(注)拙稿「静岡県代言人・弁護士人名一覧」(『静岡県近代史研究』24、 1998年 10月 、
所収)に より作成。
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【表 4】 可進舎会員の異動

畔 柳 時 行 1878年判事補辞職。→同年7月「可進舎」設立、「仮舎長」就任。
→1880年 12月代言人免許取得。

高 田 敬 義 1878年 3月代言人免許取得。
→同年 7月 「可進舎」設立に参加。

深浦藤太郎 1878年「可進舎」設立に参加。
→1880年代言人免許取得。

鈴 木 泰 蔵 1877年代言人免許取得。
→1878年「可進舎」設立に参加。

若 林 好 徳 1878年 3月代言人免許取得。
→同年 7月「可進舎」 (浜松支舎)設立に参加。
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【表 5】 地方巡察使復命書 〔代言人・代書人記事抜粋〕

管轄裁判所等 容内生
回報 報 書 出 典

陸羽地方十県 代言人ノ弊ハ従来極メテ甚シカリシモ法律ノ矩約改正ノ後ハ大二其面目

ヲ改メ免許代言ノ資格ハ著シク進歩シ宮城控訴裁判所ノ如キハ最モ之ヲ

称揚ス其他諸県 トモ情況皆大同小異ノ間ニアリ然レトモ三百代言又ハモ

グリ代言ナト呼称スル無免許代言人ハ到処有ラサル無クシテ法律ノ外ニ

詐略ヲナシ側ラ政党ノコト又ハ演説等二従事シ頗ル治安上二妨害ヲナセ

リト云 (此害亦近比少シク減少セリト云)

元老院議官河瀬真孝「地方

巡察使復命書三」

上263頁

地方人民ノ幸福ヲ傷り社会ノ風俗ヲ素タス最モ憎ムヘキノ甚シキモノニ

アリ其一ハ代人営業者其一ハ博徒ナリ(略)凡 ソ代人ヲ以テ営業 卜為スモ

ノハ概シテ市井無頼ノ徒ニシテ元来学識ナク廉恥ナク且忍耐勉強ノ気力
二乏シ故ニー業ヲ修メテ生計ヲナスノ志シナク法律ヲ講究シ代言人ノ試

験二応スルノ望ミナシ但夕裁判所ノ腰掛二時日ヲ消シ郷宿二出入シ郷野

素朴ノ人民ヲ引掛ケ誇テ代人タランコトヲ求メ奸詐ヲ是レ事 トシ不当ノ

利ヲ貪ルヲ勤ム故二裁判所アル地方二於テハ此等ノ徒必ス帽集輻較シ或
ハ僻阪ノ村落漁浦ヲ徘徊シテ愚夫痴婦ヲ弄絡シ争訟ヲ教唆シ其事ヤー言
ニシテ足ルヘキヲ左右二寄セ数月ノ久キヲ経ルアリ或ハ父子兄弟夫婦ヲ

離間シテ詞訟ヲ起サシメ其倫理ヲ素シ風俗ヲ害スルノ甚シキアリ且ツ夫

此徒多クハ高利貸ヲ兼業シ又ハ高利貸 卜通謀シ其所為詐欺取財二均シキ

モノ多シ(中略)警察官及ヒ裁判官モ其奸ヲ知ラサルニアラスト雖モ法律

規則未夕全カラス而シテ彼ノ徒狡賠ナル巧二法網ヲ潜り変幻自在如何 ト

モスル能ハス今此ノ取締ヲ為サヽレハ其害毒ノ各地二蔓延スル恰モ伝染

病ノ如シ(中略)按スルニ速二詞訟代人取締法ヲ制定シ其害毒ヲ撲滅スル

ハ今日ノ急務ナリ然リト雖モ法律厳密ナレハ奸人亦夕緻密ノ法網ヲ脱ス

元老院議官関口隆吉「詞訟

代人ノ儀二付上申」「明治

十六年甲部巡察使上申書第

四号」

上455頁



ルノ手段従テ巧ナルフ以テ単二代人取締法ヲ制シ其弊害ヲ防キ得ヘキニ

アラス因テー面ハ法律ヲ布キー面ハ地方官行政上適宜取締方法ヲ設クル

ヲ許シ郡村及ヒ警察官吏ヲシテ各町村人民ヲ戒訓シ各自警シメシムルコ

ト猶ホ伝染病予防法二於ル如クスヘシ (後略)

大津始審裁判所 代言人ハ較々学識アリ廉恥ヲ知ルカ故二之ヲ概言スレハ利多ク害少キモ

ノノ如シ然ントモ其試験ノ問題ハ各裁判所ノ検事ノ随意二発スル所ナル

フ以テ難易繁不繁一ナラス隋テ免許代言人中学識頗ル高下アリ

元老院議官渡辺清「地方巡

察報告書一」

上498頁

代書人二至テハ固ヨリ試験ヲ受クヘキ学識ナク又廉恥ナキモノノミ常ニ

詞訟ヲ教唆le~動 シ己レ之二干渉シテ或ハ仲裁 卜号シ或ハ代人 卜為リテ以

テ糊ロノ資 卜為ス人之ヲ称シテ三百代言 卜云或ハ詐欺ヲ行ヒ或ハ恐喝ヲ

為シ良民ヲ害スル頗ル大ナリ方今戸長其人ヲ得サルヨリ此等三百代言ノ

虚喝二威怖シ望二任テ公証ヲ与へ肯テ事実ヲ推究セサルモノ比々皆是ナ

リ医員ノ診断書モ亦信ヲ置クニ足ラス

詞訟代人ハ戸長ノ公証ヲ要シー事件ノ外之ヲ許サ ルヽノ成規ナリ然ルニ

近来総理代人ノ名称ヲ濫用シー人ニシテ数件ヲ代訴ス今夫レ代人規則タ
ル総理代ヲ委任スル場合二於テ些ノ制限ナクー通ノ委任状ヲ授受スルマ

テ戸長ノ公証モ要セサンハ狡結ノ徒詞訟代人ノ成規ヲ素シ奸計ヲ成スニ

最モ便利ナリトス

民事詞訟ノ原由スル所ヲ考究スルニ概ネニニ出テスーハ粗漏ノ契約一ハ

詐偽ノ証書是ナリ而〆証書ヲ詐欺シテ良民ヲ害スル者ハ乃チ三百代言ナ

リ前第二民事ノ項下二掲出シタル偽造証書ノ手段モ亦三百代言ノ所為ナ

リ之ヲ矯正スルノ道如何セハ可ナラン蓋シ公証人規則ヲ制定スルノ外ナ

カルヘシ (後略)

福井始審裁判所 免許代言人ハ未夕弊害ノ較著ナル者ヲ見ス ト雖モ代書人ナル者二至テハ

往々所 トシテ毒ヲ民間二流ササルハアラス即チ紛議ヲ挑発シ詞訟 ヲ教唆

シ甘言以テ強者ヲ欺岡シ虚喝以テ弱者ヲ威逼シ其間二金銭ヲ貪 り巧二法

元老院議官渡辺清「地方巡

察報告書一」

上513頁
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網ヲ脱スル者ナリ抑モ詞訟代人ハ曾テ司法省ノ布達ヲ以テー事件ノ外委

任ヲ受ルヲ得ストセリ然ルニ近来総理代人ノ名義ヲ以テ数件ヲ代理スル

者甚夕多シ則チ該布達ハ殆ント其効ナカラントス早クー般ノ代人規則ニ

厳密ノ制限ヲ設ケスンハ異日彼ノ委任状アルフ以テ総理代人タルノ権利
ヲ害用シ本人ノ曾テ知ラサル訴訟外ノ事項二干渉シ恣二財産ヲ売却スル

等人民其生柳ンセサルニ至ラン耶判官深ク弦二注意シ荀モ総理代ノ名義
ヲ以テ出訴スル者アルトキハ能ク其事情ヲ推究シ若シ其委托ヲ為ス所単
二詞訟二止ルモノト認定スルニ於テハ可成説諭シテ之ヲ受理セサルニカ
ムト雖モ固ヨリ法律ノ禁スル所ニアラサレハ往々拒絶シ能ハサルモノア

リト云是レ皆ナ彼ノ代書人及ヒ三百代言ナルモノノ所為ナリ此輩ノ奸智

独り人民ヲ誘惑スルノミナラス文盲無識ノ戸長ヲ欺岡及ヒ籠絡ス故二無

カノ戸長或ハ過テ刑二触レ或ハ故意ヲ以テ此輩 卜連絡シ良民ノ財産ヲ左

右スル等枚挙スヘカラス

金沢始審裁判所 (二支庁七治安裁判所の)各庁二於テ審理上最モ困難 トスル所ニアリー
ハ民事詞訟関係人ノ不参ニシテーハ三百代言ノ奸策是ナリ(中略)民事訴

訟ノ過半ハ三百代言ノ奸計二成立スルヲ認知スト雖 トモ其術ノ巧ミナル

之力事実ヲ摘発スル能ハサルカ故二看ス々々奸計ヲ遂ケシムルノ外ナキ

ナリ彼ノ詞訟関係人不参ノ多キモ此等三百代言ノ籠絡二出ルモノ多二居
ル ト云蓋シ詞訟ノ判決ヲ遷延セシメ其間二日当施肥ヲ貪ラントス

元老院議官渡辺清「地方巡

察報告書一」

上535頁

免許代言人ニハ未夕弊害アルヲ聞カス代書人二至テハ所謂三百代言 卜綽

号スル者ニシテ其弊固ヨリ枚挙ス可カラス就中詞訟代人ハー事件ノ外之

ヲ許ササルノ成規ナルヨリ近来総理代ノ名義ヲ濫用シー人ニシテ数件ヲ

代理スルアリ則チ成規ヲ素スモノ其弊弦二止ラハ猶可ナリト雖 トモ若シ

総理代ノ委任状ヲ濫用シテ詞訟外ノ事件ニマテ干渉スルアラハ其害果〆

如何ソヤ而ルモ委任状ノアルアレハ之ヲ検束スルニ由ナカラントス故ニ

裁判官二於テー々事実ヲ推究シ若シ総理代ヲ要スルノ事実ナシト認知ス



ルトキハ説諭シテ可成部理代二改メシムル ト雖 トモ到底代人規則ヲ改定
シ以テ総理代ヲ委任スルノ場合二至当ノ検束ヲ与へ特別ノ保護ヲ加フル
ニアラサルヨリハ此弊ヲ防過スル能ハサル可シト云

新潟始審裁判所 民事ノ件数ハ年二月二増加シ就中貸金催促ヲ以テ最モ多シトス其実誦詐
編術二成ルモノト思量スルモノアリト雖 トモ之ヲ証明スル能ハサルヲ以
テ看ス々々原告呈供ノ証拠鯛ロチ誦詐編術二成リタルノ疑ヒアルモノ)ニ
憑テ判決スルノ外ナシト云是亦三百代言ノ所為ナリ又三百代言ニシテ総
理代ナル名称ヲ濫用スルコトハ他県 卜異ナラサルナリ

元老院議官渡辺清「地方巡

察報告書一」

上555頁

代言人ハ較々学識アリ廉恥アリ未夕甚シキ弊アルフ聞カスト雖 トモ代書
人二至テハ愚民ヲ恐喝シ或ハ証惑シテ財物ヲ編取シ又ハ教唆或ハlu~動 シ
テ以テ詞訟ヲ起サシメ其他種々ノ手段ヲ以テ旅費日当等ヲ貪ル者比々皆
是ナリ其毒ヲ民間二流ス決テ鮮少ナラスト雖トモ渠等法網ヲ脱スル巧ニ
シテ容易二其犯証ヲ挙ル能ハスト云

上556頁

前橋始審裁判所 代言人ハ較々法理二通シ廉恥ヲ知ルカ故二詞訟者ノ為メニ権利ヲ全フシ
柾屈ヲ伸フルノ利アルハ多言ヲ要セサル所 卜雖モ又詞訟ヲ教唆シ罪犯ヲ
隠蔽シ以テ私利 ヲ其間二図ル者之レナシトス可カラス (後略)

元老院議官渡辺清「地方巡

察報告書一」

上577頁

代書人ハ其実詞訟代人ヲ専ラトスル者ニシテ法理ヲ解セス劇 bヲ知ラス
而〆姦智二至テハ尋常人二倍葎シ巧二詞訟ヲlM~動教唆シ妙二法細ヲ脱出
シ私利ヲ貪リテ厭クコト莫シ其人民二於ル利ハーニニ止り害ハ八九二居
レリ今其一端ヲ挙レハ各所二徘徊シ民間葛藤ノ兆アルヤ直接或ハ間接ニ
之ヲ挑発シテ益々大ナラシメ又己二葛藤アルヤ仲裁 卜号シテ其間二周旋
シ愈之ヲ凝結セシメ又嘗テ紛議アリシモ将二和セントスルヲ聞クヤ又其
間二奔走シテ死灰ヲ再燃セシメ遂二詞訟ヲ起サシム己二出訴スルニ決ス
ルヤ証拠蒐集 卜号シテ郡役所戸長役場ヲ首メ八方奔走シテ無益無拠ノ書
類ヲ謄写シ而〆旅費日当ヲ貪ル其出訴スルニ方テハ己レ代人 卜為り予メ
種々ノ契約ヲ結ヒ詞訟ノ勝敗執レニ決スルモ本人ノ家産ハ挙テ代人二供

蒸鯉・Cく・倒 Eく― 回le‐休柵‖・EKO障邸紀(H)一一 1目 |||
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セサルヲ得サラシム乃チ現二此等狡徒ノ毒手二罹り祖先伝来ノ家産ヲ傾

ケ或ハ父子兄弟骨肉ノ間ヲ断ツノ不幸二陥ルモノ陸続之レアリト云

浦和始審裁判所 免許代言人ハ多少法理ヲ解シ廉恥ヲ知ルカ故二愚民ヲ害スルコト少シ仮

令ヒ之ンアルモ甚シキニ至ラス代書人即チ三百代言 卜但称スル者二至テ

ハ未夕利害ヲ相償フヲ見ス此輩ハ無知ノ人民ヲ教唆煽動シテ詞訟ヲ起サ

シメ或ハ恐喝威迫シテ金銭ヲ掠メ其挙動実二悪ムヘク厭フヘキモノ比々

皆是ナリ然ントモ渠等巧二法網ヲ脱シ容易二罪証ヲ得ル能ハス人民亦其

悪ムヘク厭フヘキヲ知ラサルニ非ルモ渠等甘言俵弁ヲ遅フシ或ハ利シテ

之ヲ誘ヒ或ハ威シテ之ヲ怖レシメ終二其毒手二罹り家産ヲ傾ルアリ骨肉

ノ間ヲ割クアリ其害勝テ言フ可カラス

元老院議官渡辺清「地方巡

察報告書一」

上594頁

甲府始審裁判所 本衛管下ノ人民ハ剛腹ニシテ争訟ヲ好ミ且ツ詐欺二巧ミナルヲ以テ其訴

訟件数ノ彩多ナルコト恐クハ全国二卓出スヘシ日々本衛人民控所二来ル

詞訟関係人少クモ千人二下ラスト云フ(中略)又谷村治安庁ノ管下タル南

北郡都留両郡ハ殊二健訟ノ弊習熾ンニシテ従来公事訴訟二巧ミナル者ヲ

以テ賢智 卜称シ怜悧 卜呼フ故二人々競フテ其名声ヲ郡村中二燿カサント

欲シ日夜詞訟ノ為メニ奔走ス畢党織物ノエ業盛ンニシテ生計ハ婦女ノ労

カニ成り男子ハ遊手者多キニ因ルナラン又谷村ニー種ノ弊風アリ婦女タ

ル者詞訟ヲ為サ ルヽ男子ヲ夫 トスルコトヲ耳トツルト云フ

元老院議官渡辺清「地方巡

察報告書一」

上610頁

管内代言人タル者ハ最初代言人設置ノ際免許ヲ得引続キ営業スル者ヲ多

シトス故二訴訟手続上ハ稽ヤ熟了シタルカ如シト雖 トモ学力乏シクシテ

法律ノ研究二富メル者極メテ少ナシ此輩人ヲ教唆シ訴訟ヲ買フノ弊ナキ
ニシモアラスト雖 トモ幾分力其組合規則等ノ為メニ束縛セラルヽヲ以テ

甚シキ悪弊ハナキモノ 如ヽシ

代書人ハ其数頗フル彩多ニシテ俗二三百代言 卜綽号ス常二裁判所ノ人民

控所二出入シテ訴訟人ヲ謳編シ以テ己レヲ利シ或ハ代人 卜為テ訟廷二出

テ巧二詐言偽計ヲ構へ或ハ刑事ノ弁護ヲ為シ被告人ヲ教唆シテ事実ヲ詐



為スルノ方便ヲ授ケ或ハ自ラ奔走シテ種々ノ偽証ヲ作為スル等其弊害極
メテ太甚シト云フ

長野始審裁判所 愛国正理社ハ下伊那郡飯田町二在リテ東京府士族柳沢武貞本県士族斎藤
棄二等ノ発起二係り総人員ハ大凡千人許ナリト是亦未夕認可ヲ経サルモ
ノナリ此社ハ外観ハ政党政社外二居ルモノ 如ヽク学術研究ノ為メ農学経
済学修身学法律学ノ四科ヲ置キ毎月第一第四ノ日曜日ヲ以テ有志社員ヲ
会シ学術ヲ研究セシメ其目的専ラ智識ヲ交換シ休戚ヲ共ニスト云フニ在
リテ社員中若シ紛争ヲ為ス者アル トキハ勉メテ之ヲ和解シ且ツ訴訟事件
アルトキハ之力代人 卜為リテ法廷二出ル等ノ事ヲ為ス

元老院議官渡辺清「地方巡
察報告書一」

上628頁

民事訴件中金銭貸借ヲ最モ多シトス就中其件数ノ彩多ナルハ松本支庁ニ
シテ長野本庁ハ殆ント其半 トス畢党松本地方ハ健訟ノ弊風盛ンニシテ代
言及代書代人等ノ輩頗フル多ク妄リニ人民ヲ教唆lM~動 シテ訴訟ヲ惹起シ
以テ私利ヲ営ムニ因レリ

代言人ハ甚シキ弊害ナキカ如シト雖モ代書人ハ到ル所 トシテ其弊害ヲ聞
カサルハナシ各庁其件数ノ多少二随テ稽ヤ其差アリト雖モ無数ノ代書人
等常二其人民控所二出入シ濫リニ詞訟人ヲ教唆re~動 シ或ハ詐欺蝙術ヲ遅
フシ或ハ勝訴ノ見込ナキ訴件 卜雖モ巧二弁舌ヲ鼓シテ充分勝算アルカ如
ク説キ己レ其代人 卜為リテ以テロヲ糊スルノ資 卜為ス等徒ラニ法廷ヲ煩
ハシ訴訟本人ヲ迷惑セシムルノ所為極メテ多シ然レトモ管下訴訟人ノ如
キハ十中ノ八九皆ナ無筆無学ニシテ勢ヒ此輩二依頼セサルヲ得サルヲ以
テ其弊害モ亦甚シキ状況ナリ

福島始審裁判所 代言人ハ福島二七人平、自川、二各一人アリ又代人二至テハ其数甚多ク教
唆シテ訴訟ヲ起シ或ハ費用ヲ貪ル者少カラス其弊ノ甚キハ詐偽ノ証ヲ作
り財ヲ取ル者アルニ至ル蓋本地方ノ情況ノミナラス各地ノ通弊ナリ

参事院副議長田中不二麿
「地方巡察復命書二」

上642頁

山形始審裁判所 其詐偽罪ノ多キハ代書代人 卜唱へ若クハ公事争訟二立入り金穀貸借等ノ
周旋ヲ為スノ徒朴直ノ野民ヲ誘唆シテ詐術ヲ遅スルニ由ル代人ノ状況ハ

参事院副議長田中不二麿
「地方巡察復命書二」

上652頁
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右ノ如ク悪風アリト雖モ免許代言人二至テハ皆名誉ヲ重シ謹慎業務二従

事セサルハナシ

仙台始審裁判所 管内代言人ヲ業 トスル者頗多シ仙台始審庁並治安庁所属ノ代言人二十人

古川治安庁四人石巻治安庁二人大河原治安庁二人通計二十九人皆学識ア

ルニ非スト雖 トモ取締規則ノアルヲ以テ品行自ラ直正ナリ又代人ハ現ニ

三百三十五人ノ多キアリ概恒産ナキノ徒ニシテ其弊ヤ人ヲ教唆シ濫二詞

訟ヲ起シ起用ヲ貪ル者比々是ナリ

参事院副議長田中不二麿

「地方巡察復命書二」

上661頁

盛岡始審裁判所 民事ノ訴訟亦逐年増加ノ状アリ蓋管内風俗淳朴ニシテ従前金穀貸借ノ如

キ多クハ信用貸ノ類ニシテ互二証書ヲ要セサリシモ契券ヲ以テ約ヲ立ツ

ルニ至り争訟交々起り代人代書等ヲ以テ生計ヲ為スノ徒山間僻邑二徘徊

シ無智ノ人民ヲ教唆スル者少カラス詞訟之力為メニ日二繁シ又代言人ハ

本裁判所所属九人アリ其行為動モスレハ利二走リテ其体面ヲ保ツニ至ラス

参事院副議長田中不二麿

「地方巡察復命書二」

上670頁

秋田始審裁判所 本庁付属代言人九名大曲治安庁四名能代治安庁ニー名アリ多クハ十二年

代言人規則改正以前二免許ヲ得タル者ニシテ十四年頃迄ハ弊風アリシカ

目今二至テハ頗其風ヲ矯正セリ其他代人二至テハ其弊風鮮シトセス

参事院副議長田中不二麿

「地方巡察復命書二」

上682頁

弘前始審裁判所 管内代言人代人ノ状況ハ本庁所属ノ代言人八人ニシテ十三年代言規則改

正前二在ル者二人改正後二在ル者五人改正前二在ル者ハ学識浅ク其中一

人ハ偽証フ作り現今収監審理中ナリト云フ改正後二在ル者ハ厳密ノ試験

ヲ経タル者ナレハ応分ノ能カヲ具スル者多シ然レトモ代人二至テハ詞訟

ヲ教唆スルノ弊アリ又代言人ハ扇利ノ多キヲ以テ亦金銭ヲ散スル者少カ

ラス自然品行ヲ傷クルノ恐アリト云フ

参事院副議長田中不二麿

「地方巡察復命書二」

上693頁

函館始審裁判所 本管内代言人其数僅二六人十二年以来免許ヲ得テ営業セル者ニシテ謹慎

本務二従ヒ嘗テ取締規則二触レ懲罰ヲ受クル者ナク又詞訟担当中不正ノ

行為アルヲ聞カス

参事院副議長田中不二麿

「地方巡察復命書二」

上708頁

札幌始審裁判所 (記載なし) 参事院副議長田中不二麿

「地方巡察復命書二」

上718頁



根室始審裁判所 当裁判所管内二於テハ代言人ヲ業 トスル者ナク曾テ結社シテ代人代書等
ノ業ヲ為ス者アリシカ幾クナラスシテ解社セリ然レトモ往々人ヲ欺岡シ
詞訟ヲ教唆スルノ弊アリト云フ

参事院副議長田中不二麿
「地方巡察復命書二」

上723頁

(徳 島 県・ 高 知

県・愛媛県・福岡

県・大分県・鹿児

島県・熊本県・長

崎県の一般景況)

近来潜り代言ノ弊ハ各地方一般ノ通患ニシテ其足跡寒村僻地 卜雖 トモ及
ハサル所ナク愚民ヲ教唆シテ些々タル訴訟フ起サシメ己レ其間二立テ利
ヲ貪り其他証書偽造詐偽取財等奸詰ノ所為至ラサル所ナシ風ヲ害シ俗ヲ
破ル之ヨリ甚シキハナシ速二何分ノ廟議ヲ尽サレ其取締法ヲ設ケラレン
コト切二企望スル所ナリ

参事院議官山尾庸三「地方
巡察復命書三」

上732頁

千葉始審裁判所 (記載なし) 元老院議官関口隆吉「明治
十六年甲部巡察使復命書第
壱号」「地方巡察復命書四」

下841頁

水戸始審裁判所 裁判所々在地方ニハ必ス代言代書ヲ以テ業 トスルモノ輻較スルハ各府県
皆然り茨城県ノ如キハ最モ多シトス水戸始審裁判所二代言人七人 (内士
族一人平民五人一人不明)無免許代人ニシテ裁判所二出入スルモノ百十
三名土浦支庁二十二人 (内士族五人平民七人)無免許代人七十六名下妻支
庁二代言人二人 (平民)無免許代人三十五名総計代言人二十一人無免許代
人三百二十四名アリ抑訴訟多シト雖 トモ斯ノ如キ多数ノ代言代人正当ノ
利益ヲ以テ糊ロセントスルモ到底得ヘカラサルナリ故二或ハ詞訟ヲ教唆
シ或ハ之ヲ買取り或ハ偽証ヲ作り訴へ出ツル等其弊害枚挙二違アラス警
察官吏及ヒ裁判官大二之ヲ患ヒ其弊害ヲ防止セント百方尽カスト雖 トモ
到底法律ヲ以テ取締ヲ為サヽレハ其目的ヲ達スルヲ能ハスト云フ代人取
重塗∠儀二就テ別二上申スル所iア ルヘシ

元老院議官関口隆吉「明治
十六年甲部巡察使復命書第
弐号」「地方巡察復命書四」

下913頁

栃木始審裁判所 本県二代言人十六名無免許代人三百名許アリ其風俗ヲ見聞スルニ代言天
ハ先ツ可ナリト雖 トモ無免許代人二於テハ種々ノ悪弊アリ良民ヲシテ不
測ノ損害ヲ受ケシムルコト実二謂フヘカラサルノ景況ナリ先ツ其一証ヲ
挙ンニ宇都宮及ヒ矢板真岡地方二於テハ代人者流ノ為メニ証惑セラレ遂

元老院議官関口隆吉「明治
十六年甲部巡察使復命書第
参号」「地方巡察復命書四」

T1003房署
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二破産ヲ為セシ者最モ多ク人民之ヲ見ルコト蛇蝿ノ如ク称シテ「蚊針」ト

呼ヒ三尺童子モ亦蚊針二釣ラレンコトヲ恐ルニ至ル蓋シ蚊針ハ餌ナクシ

テ魚ヲ釣ルノ具ナルヲ以テ人ヲ証誘シテ利ヲ得ルモノニ讐フルナリ又那

須郡藤沢村平民農高橋市太郎ナル者蚊針代人半田政平ナル者ノ為メニ証

惑セラレ遂二憤憑二堪ヘスシテ政平ヲ殴殺セシヨトアリ代人ノ弊概ネ斯

ノ如シ姦二県令ヨリ提出セル代人状況書井二太田原警察署長ヨリ宇都宮

裁判所二差廻シタル高橋市太郎犯罪意見書ヲ附シテ参考二供ス

栃木宇都宮両裁判所管内代言人ノ総員ハ拾六名アリテ其利害二於ケル近

時益々悪弊二流レ多少名誉ヲ重スルカ如シト雖 トモ実際二至リテハ或ハ

然ラス原被両造ノ間ヲ臓着シテ己レニ巨利ヲ射ルヲロ的 トシ甚シキニ至

テハ人ヲ欺岡シ不測ノ金ヲ収取シ狂ケテ権利ヲ失ハシメ往々被告 トシテ

出訴セラル モヽ巧二法網ヲ免カル ヲヽ以テ却テ之レヲ栄 トシ其弊害ノ大

ナル人民二稗益スル所ヲ以テ償フニ足ラサルカ如シ尋テ代書代人日二月

二増殖シ現時三百余名ノ多キニアリテ各宿村等二散在シ寒村二至ル迄代

言者流ノ輩アラサル地ナキニ至レリ而シテ彼等ノ性質ハ概ネ瀬惰ニシテ

涯逸等二財産ヲ傾ケ他二生活ノ道ナク愚民ヲ教唆シテ権利ナキ詞訟ヲ起

サシメ巧二詐偽ノ術ヲ施シ良民ヲ害スルノ弊枚挙スルニ違アラス加栴本

県下代言及代人ノ重立タルモノハ政党二加盟シ居り動モスレハ施政上ニ

対シ愚民ヲ惑シ政府二怨嵯ノ念ヲ惹起セシムル等ノ行為往々有之候

安濃津始審裁判所 (代言人 伊勢国20人 伊賀国 1人 ) 元老院議官関口隆吉「明治

十六年甲部巡察使復命書第

四号」「地方巡察復命書四」

T1097房寄

岐阜始審裁判所 (記載なし) 元老院議官関口隆吉「明治

十六年甲部巡察使復命書第

五号」「地方巡察復命書四」

¬Fl163覇罫



名古屋始審裁判所 (記載なし) 元老院議官関口隆吉「明治

十六年甲部巡察使復命書第
六号」「地方巡察復命書四」

T1261蘇罫

静岡始審裁判所 (記載なし) 元老院議官関口隆吉「明治

十六年甲部巡察使復命書第
七号」「地方巡察復命書四」

T1322房署

横浜始審裁判所 県下一般民情平穏ナリ然ルニ俗二所謂三百代言人ナル者村落ヲ徘徊シ愚
民ヲ証惑シテ金銭ヲ貪ルモノ往々有之相州三浦郡三崎村ノ如キ数百ノ漁
戸挙テ其術中二陥ラサル者ナキニ至ル其状況ニツキ郡長ヨリ申出タルコ

ト左ノ如シ (後略)

元老院議官関口隆吉「明治

十六年甲部巡察使復命書第
八号」「地方巡察復命書四」

T1411藤署

【注】我部政男編『明治十五年明治十六年地方巡察使復命書』上・下、三一書房、1980年、1981年、より作成。
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